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第 1 章

概要

Cisco ASR-920-12SZ-IMおよび Cisco ASR-920U-12SZ-IMは、このドキュメントではまとめて
Cisco ASR-920-12SZ-IMルータと呼びます。ルータ間で相違点がある場合は具体的に記載され
ています。

（注）

CiscoASR920シリーズアグリゲーションサービスルータは、マクロおよびスモールセルネッ
トワークのサービスプロバイダーに共通のネットワークアーキテクチャを提供する、固定構

成ルータファミリです。

このルータは、モバイルバックホールサービスのアクセスデバイス（マクロセルサイトルー

タ（CSR）およびスモールセルルータ（SCR））として機能します。アクセスデバイスとし
て1GE/10GE、MPLS、H-QoS、サービス、GPSクロッキング、PoEなどの機能を提供するこの
ルータは、ETSI準拠の奥行 300 mmのキャビネットに収まります。Unified MPLS for Mobile
Transport（UMMT）および Fixed Mobile Convergence（FMC）ソリューションに簡単に統合で
きるルータです。

• Cisco ASR 920ルータの機能（1ページ）
• GigabitEthernet銅線ポート（2ページ）
• GE SFPポート（2ページ）
• SFP+ポート（3ページ）
•外部インターフェイス（7ページ）

Cisco ASR 920ルータの機能
このルータは、1GE/10GE、MPLS、H-QoS、高可用性ハードウェア設計、先進的なイーサネッ
トによる運用、管理、メンテナンス（OAM）だけでなく、全地球航法衛星システム（GNSS）
ベースのクロッキングを含む高度なタイミングサポート、そしてPoEを1つのプラットフォー
ムで提供します。

• ASR-920-12SZ-IM：このルータには固定イーサネットインターフェイス（8x1G銅線+4x1G
SFP + 4x10G/1G（デュアルレート））が備わっています。
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• ASR-920-12SZ-IM-CC：上記と同じ仕様の派生製品です。ただし、このシャーシはアクリ
ルベースの素材でコーティングされ、空気汚染に対する信頼性が強化されています。

次の表に、サポートされるポートの数とタイプの一覧を示します。

1 GEポートタイプデュアルレート 1G/10G
ポート

1 GEポー
ト

ASR 920のサブファミリ

8CuポートGe0/0/0～Ge0/0/7

4 SFPポート Ge0/0/8～
Ge0/0/11

41

Te0/0/12～ Te 0/0/15

12ASR-920-12SZ-IM、
ASR-920-12SZ-IM-CC

1
各ポートは、1Gまたは10Gのどちらでも動作可能ですが、相互排他的に動作します。し
たがって、1Gと10Gを混在させて挿入することはできません。IG IM（A900-IMA8T1Z、
A900-IMA8S1Z、A900-IMA8T、A900-IMA8S）を挿入する場合、デュアルレートポート
は 10Gのみをサポートします。

GigabitEthernet銅線ポート
固定銅線 GigabitEthernet（GE）インターフェイスは、標準の RJ-45コネクタを通じて提供され
ます。これらのポートは次の機能をサポートします。

•速度とデュプレックスの強制または自動ネゴシエーションを使用した、標準の
100/1000Base-T/TXオペレーション。

•ストレートおよびクロス接続用の自動クロスオーバー（Auto-MDIX）。
• 802.3x標準で定義された、一時中断によるフロー制御。
• 9216バイトのフレームサイズ。
•復元された受信クロックをSETSに対する入力クロックソースとして提供し、システム全
体の基準クロックを使用して送信クロックを導出する、同期 ENETオペレーション。

GE SFPポート
GE SFPポートは、以下の機能をサポートします。

• 100Base-FXおよび 1000Base-X SFPモジュール。
• SFPによって指定されたデジタルオプティカルモニタリング。
•特に指定がない限り、任意の SFPの組み合わせもサポートされます。

スマート SFPはルータでサポートされていません。（注）

• 802.3x標準で定義された、一時中断によるフロー制御。
• 9216バイトのフレームサイズ。

Cisco ASR-920-12SZ-IMおよび ASR-920-U-12SZ-IMアグリゲーションサービスルータハードウェア設置ガイド
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•復元された受信クロックをSETSに対する入力クロックソースとして提供し、システム全
体の基準クロックを使用して送信クロックを導出する、同期 ENETオペレーション。

銅線ベースの SFPは、同期 ENETオペレーションをサポートしません。（注）

SFP+ポート
SFP+ポートは以下の機能をサポートします。

•光トランシーバモジュールによって指定されたデジタルオプティカルモニタリング。

•特に指定がない限り、任意の SFPの組み合わせもサポートされます。

• 802.3x標準で定義された、一時中断によるフロー制御。

• 9216バイトのフレームサイズ。

次の図は、Cisco ASR 920ルータのポート番号を示しています。

図 1 : Cisco ASR-920-12SZ-IMルータの前面パネル（DC電源を使用する場合）
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図 2 : Cisco ASR-920-12SZ-IMルータの前面パネル（AC電源を使用する場合）

アラームポート10電源 0（ACまたは DC）1

8つの銅線ポート（1G PoE）

ポート 0は下部右側、ポート 1は
上部右側にあり、以降も同様です。

（注）

11電源 1（ACまたは DC）2

ToDポート12前面の空気取り入れエリア3

管理ポート13GNSS RF IN（SMAネジ式コネクタ）4

USBメモリポート14DIN1.0/2.3スナップ式コネクタ（10MHZ）5

USBコンソールポート15DIN 1.0/2.3スナップ式コネクタ（1 PPS）6

ゼロタッチプロビジョニングボタン164つの 1G/10G SFP+7

RS232コンソールポート17インターフェイスモジュール8

RS232補助コンソールポート184つの 1G SFP9

Cisco ASR-920-12SZ-IMおよび ASR-920-U-12SZ-IMアグリゲーションサービスルータハードウェア設置ガイド
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図 3 : Cisco ASR-920-12SZ-IMルータの背面図

換気

口

3ファントレ

イ

1

—アースラグ2

次の表に、Cisco ASR-920-12SZ-IM（ACおよび DC）ルータの他の仕様を記載します。

表 1 : Cisco ASR-920-12SZ-IMルータの仕様

ASR-920-12SZ-IM仕様

（17.5 X 9.88 X 1.73インチ）サイズ（幅 X奥行 X高さ）

総重量：4.83 kg

PSUの重量：0.59 kg

ファンの重量：0.33 kg

重量

RU X 1ラックユニット

前面から背面エアーフロー

前面ケーブルアクセスケーブルアクセス

60 Gbps、95 Mppsシステムスループット

電源モジュール

YesRedundant

YesAC

85V AC～ 264V AC、公称 100/240 VAC電圧の範囲

47 Hz～ 63 Hz、公称 50/60 Hz周波数範囲

360 W最大電力

YesDC

-18 VDC～ -32 VDCまたは -40 VDC～ -72 VDC電圧の範囲

-24 VDC/-48 VDC/-60 VDC公称電圧範囲

Cisco ASR-920-12SZ-IMおよび ASR-920-U-12SZ-IMアグリゲーションサービスルータハードウェア設置ガイド
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ASR-920-12SZ-IM仕様

375 W最大電力

–40º C～ 70º C動作温度

• 4つのアラームのドライ接点入力（ノーマルオープ
ン）

•クリティカル、メジャー、およびマイナーアラーム
の LEDインジケータ

アラーム

これらの IMモジュールの詳細については、『Cisco ASR
903 Aggregation Series Router Hardware Installation Guide』
を参照してください。

サポートされる IMの詳細については、『Cisco ASR920
Data sheet』を参照してください。

サポートされるインターフェイス

モジュール

•前面または背面レール（19インチまたは23インチ）

• ETSI 300 mmオープンキャビネット

•壁面取り付け

マウントオプション

12x1Gおよび 4x10G/1Gポートポート設定

4x10G SFP+：ポート [12:15]

4x1G SFP：ポート [8:11]

8x1G PoE RJ45/Cuポート [0:7]

ポート番号付け

ポート 12～ 15はデュアルレートポートコンボポート

リンク/アクティビティ/障害銅線/1G/10Gポート LED

4つの温度センサー温度センサー

1PPS/TOD用の外部ポート1PPS/ToD

Power Over Ethernetを提供PoE

外部 GPSに接続GNSS

Cisco ASR-920-12SZ-IMおよび ASR-920-U-12SZ-IMアグリゲーションサービスルータハードウェア設置ガイド
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図 4 : Cisco ASR-920-12SZ-IMルータのサイズ

外部インターフェイス
ここでは、ルータの前面パネルにある外部物理インターフェイスについて説明します。

ネットワークインターフェイス

ネットワークインターフェイスが固定ポートを介して提供されます。

• GE SFPポート：100/1000モードをサポートします
• GE銅線 RJ-45ポート：10/100/1000の動作をサポートします。8つの銅線 RJ-45ポートの
すべてで PoE/PoE+/UPoEをサポートし、全体的な電力バジェットは 180Wとなります。

システムが 24 V DCで電力供給されている場合、PoEはサポートされません。（注）

• 10GE SFP+：10G/1Gモードをサポートします（ネットワークインターフェイススロット
内の SFP+/SFPによる）。

ネットワークタイミングインターフェイス

• 10Mhz入力/出力：10 Mhzタイミング用の 2つのミニチュア同軸コネクタ（入力または出
力）。このインターフェイスは、ルータとの間でクロッキングを送受信する外部 GPSデ
バイスに使用できます。

Cisco ASR-920-12SZ-IMおよび ASR-920-U-12SZ-IMアグリゲーションサービスルータハードウェア設置ガイド
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• 1PPS入力/出力および ToD入力/出力：このインターフェイスは、Time-of-Day（ToD）お
よび1PPSパルスの入力または出力に使用します。ToD形式にはNTPおよび IEEE1588-2008
両方の時間形式が含まれます。

1PPSおよびTOD用の同じRS422ピンが、入力方向と出力方向で共有されます。それぞれの方
向は、ソフトウェアで個別に設定可能です。

• GNSS RF IN：このインターフェイスは、外部GPSアンテナを内蔵GPSモジュールに接続
するために使用します。

外部アラーム入力

このルータは、前面パネルの RJ-45ジャックを介して 4つのドライ接点アラーム入力をサポー
トします。

• [NormallyOpen]：アラーム回路に電流が流れておらず、電流が流れるとアラームが生成さ
れることを示します。

各アラーム入力はクリティカル、メジャー、またはマイナーとしてプロビジョニングできま

す。

管理インターフェイス

次の管理インターフェイスがサポートされています。

管理 ENETポート

前面パネルに、100/1000Base-Tオペレーションをサポートする、1つの管理用銅線 ENETポー
トがあります。このポートでは標準の RJ-45ジャックが使用されます。

RS232コンソールポート

RS232コンソールポートは、送信（Tx）、受信（Rx）、およびアース（Gnd）を提供します。

RS232のコンソールポートは、シスコ設計のケーブルアダプタ USBタイプ Aケーブルから
RJ-45アダプタケーブル経由でのみ使用できます。このポートを使用するには、端末のフロー
制御を無効にします。

（注）

USBメモリポートには USB-to-RJ45アダプタケーブルを接続しないでください。注意

USBコンソール

ルータの前面パネルにある1つのUSB2.0タイプAレセプタクルが、ROMMON、Cisco IOS-XE、
および診断へのコンソールアクセスを提供します。このレセプタクルはタイプ Aコネクタを

Cisco ASR-920-12SZ-IMおよび ASR-920-U-12SZ-IMアグリゲーションサービスルータハードウェア設置ガイド
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使用しますが、外部ホストコンピュータへの接続のみを対象とした USBペリフェラルとして
機能します。このインターフェイスでは、標準の USBケーブルではなくタイプ Aからタイプ
Aへのコネクタを使用する必要があります。

この USBコンソールと RS232コンソールポートを同時に使用することはできません。このイ
ンターフェイスでは、タイプ Aからタイプ Aへの USBケーブルを使用する必要があります。

（注）

USB大容量ストレージ

ルータの前面パネルにある 1つの USB 2.0タイプ Aレセプタクルを使用して、標準の USBフ
ラッシュドライブなどの外部 USB大容量ストレージを挿入できます。このインターフェイス
はイメージのロード、設定のロードまたは保存、ログの書き込みなどに使用されます。

ROMMONモードでサポートされるのは最大 8 GBです。（注）

ゼロタッチプロビジョニングボタン

前面パネルのゼロタッチプロビジョニング（ZTP）ボタンは、短い時間（8秒未満）押すと
ZTPプロセスを開始します。ZTPボタンを 8秒以上押すと、ボードがリセットされます。

RS232補助コンソールポート

RS232補助コンソールポートは、送信（Tx）、受信（Rx）、およびアース（Gnd）を提供しま
す。

RS232補助コンソールポートは、シスコ設計のケーブルアダプタを介して、USBタイプ A
ケーブルから RJ-45アダプタケーブル経由でのみ使用できます。

（注）

このポートはデバッグのみのポートです。このポートは、現場サービスエンジニアのみが使用

することをお勧めします。

（注）

電源モジュール

ルータは、AC、DC、またはこの両方を組み合わせた電源を 1+1冗長構成でサポートします。
電源を取り付ける方法の詳細については、「電源装置の取り付け」のセクションを参照してく

ださい。
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表 2 :電源の仕様

DC（A920-PWR400-D）AC（A920-PWR400-A）仕様

DC 18～ 32 Vまたは DC -40～ -72 V

公称：DC 24 V、またはDC -48 V、ま
たは DC -60 V

85～ 264、公称 AC 100 V、AC 240 V

47 Hz～ 63 Hz、公称 50/60 Hz

入力電圧

375 W（180 W PoE電力）

最大 150 W（PoEなし）

375 W（180 W PoE電力）

最大 150 W（PoEなし）

最大入力電力

〇〇Redundant

〇〇ホットスワッ

プ

〇〇電流共有

2端子ブロックIEC60320、C15スタイルレセプタク
ル

入力コネクタ

この製品は、設置する建物の一部として電力サージ保護機能を必要とします。電磁適合性と安

全性に関する Telcordia GR-1089 NEBS標準に準拠するために、AC電源供給装置に外部 Surge
Protective Device（SPD;サージ保護デバイス）を取り付ける必要があります。

（注）

DCシステムの場合、500 Vより多くのサージが予期される場合は、適切な外部サージ保護デ
バイスを追加します。

（注）

ルータには4つのファンで構成される単一のファントレイがあります。このシステムは、最大
動作温度 70 °C（1つのファンに障害が発生した場合は最大動作温度 65 °C）で動作するように
設計されています。ファントレイは現地で交換可能です。

冗長性

ルータには冗長電源のスロットが含まれています。冗長電源オプションは第2電源を用意し、
一方の電源が故障した場合、またはあるラインで入力電力障害が発生した場合に、電力がシャー

シに途切れることなく、連続して供給されるようにします。冗長性は、同一の電源または AC
電源と DC電源の組み合わせのいずれかでサポートされています。

ルータでは冗長電源が推奨されます。各電源装置を個別の独立した電源に接続し、電気的不

全、配線不良、または回路ブレーカー切れによる電力障害が発生した場合に、ルータが電力を

維持できるようにする必要があります。
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IEC 61850-3（停電）に準拠するために、個別給電による冗長電源が必要です。（注）

LEDインジケータ
このセクションでは、各種の LEDタイプとその動作について説明します。

PWRおよび STAT LED

PWRLEDは前面パネルにあります。これらのLEDはボードの電源（PWR）ステータスを示し
ます。電源投入時に、これらの LEDはブートの状態を示し、エラーを報告します。

デジタルコード署名は、ROMMONイメージの起動前に、その整合性と信頼性を検証します。（注）

表 3 : PWRおよび STAT LEDインジケータ

備考説明STAT LEDの
状態

PWR LEDの状態

オレンジのまま/消
灯の場合は FPGA
の設定で障害が発

生していることを

示します。

システムの電力には問題がなく、FPGA
の設定が実行されています。

消灯オレンジ

システムは応答不

能な状態です。

FPGAイメージ検証のエラー。赤オレンジ

—FPGAイメージのアップグレードのエ
ラー。ゴールデン FPGAイメージが続行
されています。

オレンジオレンジとグリー

ンが交互に点滅

—FPGAの設定は正常に行われており、デ
ジタルコード署名がFPGAイメージを正
常に検証しました。デジタルコード署名

は、ROMMONを起動するために制御を
Microloaderに渡しました。

消灯オレンジとグリー

ンが交互に点滅

—デジタルコード署名がROMMONイメー
ジ検証の失敗を報告しました。

赤オレンジとグリー

ンが交互に点滅
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備考説明STAT LEDの
状態

PWR LEDの状態

プロビジョニング

が完了すると、両

方の LEDがグリー
ンに点灯します。

ZTPプロセスが開始されました。

ZTPボタンを短く押すと、プロ
ビジョニングが開始されます。

8秒以上長押しをすると、ボー
ドがリセットされます。

（注）

オレンジで

点滅

オレンジで点滅

IOS XEイメージは起動しています。消灯グリーン

—起動が正常に行われ、システムは正常に

動作しています。

グリーングリーン

—マイナーアラーム、または同期化がホー

ルドオーバーあるいはフリーランニング

モードです

オレンジグリーン

—メジャーまたはクリティカルアラーム

（いずれかのセンサーについて高温が報

告されている）、または複数のファンで

の障害。

赤グリーン

CPU管理ポートの LED

100/1000管理ポートの LEDはコネクタ自体に統合されています。コネクタには 2つの LEDが
あります。左側の LEDはリンク/アクティビティステータスを示し、右側の LEDはリンクの
デュプレックスステータスを示しています。

表 4 : CPU管理ポートの LEDの表示

説明LEDの状態LED

1000 Mbpsのリンクアップグリーン左

1000Mbpsのアクティビティグリーンに点

滅

100 Mbpsのリンクアップオレンジ

100Mbpsのアクティビティオレンジに点

滅

リンクダウン消灯

全二重のリンクグリーン右

半二重のリンク消灯
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SFPの LED

それぞれの SFPポートに LEDインジケータがあります。

表 5 : SFPポートの LEDの表示

説明LEDの状態LED

1000Base-X/100Base-FXのリンクアップグリーンSFPポート番号と同じようにラベ
ル付け

1000Base-X/100Base-FXのアクティビティグリーンに点

滅

障害/エラー/リンクダウンオレンジ

管理機能のダウン消灯

SFP+ LED

それぞれの SFP+ポートに LEDインジケータがあります。

表 6 : SFP+ポート LEDの表示

説明LEDの状態LED

10G/1GのリンクアップグリーンSFPポート番号と同じようにラベル付
け

10G/1Gのアクティビティ緑（点

滅）2

障害/エラー/リンクダウ
ン

オレンジ

管理機能のダウン消灯

2 A900-IMA8T1Z、A900-IMA8S1Z、および A900-IMA2Z LEDの場合、10G/1Gのアクティ
ビティでステータスが緑になります。

RJ-45 LED

固定スロット（スロット 0/0）の RJ45ポートごとに 1つだけ LEDがあります。この LEDは、
リンクまたは速度のステータスだけを示します。デュプレックス状態を示す LEDはありませ
ん。ただし、IMRJ45ポートには2つのLEDがあり、これらのLEDがリンクおよびデュプレッ
クス状態を示します。

表 7 : RJ-45の LEDの表示

説明LEDの状態

10/100/1000Base-Tのリンクアップグリーン
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説明LEDの状態

10/100/1000Base-Tのアクティビティグリーンに点

滅

障害/エラー/リンクダウンオレンジ

管理機能のダウン消灯

電源装置の LED

前面パネルには、電源装置ごとに対応する LEDがあります。

表 8 : PSU LEDの表示

電源モジュールの状態FAIL LED電源 LED

電源 ON。有効な入力/出力あり。消灯グリーン

OCP、OTP、UV、OV、異常なファン動作によるPSU警
告

PSUの動作は継続

赤色の 1Hzの点
滅

黄色の 1Hzの点
滅

OCP、OTP、UV、OV、異常なファン動作によるPSU障
害。有効な出力なし。

オン消灯

有効な電源あり。システムによるシャットダウン。消灯緑色の 1Hzの点
滅

入力電圧低下消灯黄色

有効な電源入力なし。消灯消灯

システムインターフェイス LEDの動作

表 9 : 1G銅線および 1G SFP LEDの表示

1G SFPポートのLED1G銅線ポートの LED（リン
ク）

イベント

消灯消灯ROMMON

消灯消灯IOSのシャットダウン

オレンジオレンジIOSのシャットダウンなし（ケーブル切
断）

グリーングリーンIOSのシャットダウンなし（リンクアッ
プ）
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表 10 :デュアルレートポートの LEDインジケータ

デュアルレート（1G/10G）ポートLEDイベント

消灯ROMMON

消灯IOSのシャットダウン

オレンジIOSのシャットダウンなし（ケーブル切断）

グリーンIOSのシャットダウンなし（リンクアップ）

表 11 :管理ポートの LEDの表示

管理ポートのLED（リンク/デュプレックス）イベント

グリーン/消灯ROMMON

消灯/消灯IOSのシャットダウン

オレンジ/消灯IOSのシャットダウンなし（ケーブル切断）

グリーン/グリーン（1Gモード）

100Mモードでオレンジ/グリーン

IOSのシャットダウンなし（ケーブル接続）

ファントレイの LED

表 12 :ファントレイの LED

説明色または状

態

システムの電源がオンになっていません消灯

すべてのファンが正常に動作していますグリーン

一つまたは複数のファンで障害が発生したことを示す、重大なエラーで

す

オレンジ

ROMMON赤

ホットスワップ（OIR）
このルータは以下の OIR操作をサポートします。

• SFPが取り外された場合、他のポートのトラフィックフローへの影響はありません。
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• SFPが取り付けられている場合、システムは現在の設定に基づいてオペレーション用の
ポートを初期化します。挿入されているSFPがそのポートの現在の設定に対応していない
場合、ポートは設定が更新されるまで動作しません。

•両方の電源が設置されてアクティブになっていると、負荷はそれらの間で共有されます。
または、1つのPSUが負荷全体をサポートすることもできます。電源が動作していない場
合や、入力ケーブルが取り外されている場合、残りの電源が中断なしにすべての負荷を引

き継ぎます。

•ファントレイを取り外したり交換したりする場合、ルータの電源をオフにする必要はあり
ません。ただし、ファントレイがルータから取り外されると、一定の時間が経過すると

ルータが自動的にシャットダウンします。シャットダウンするまでの時間は、周囲温度

に依存します。ルータがシャットダウンするまでの時間を次の表に示します。

ライセンス

ルータでは、次のタイプのライセンスがサポートされます。

•ポートライセンス：ポートのアップグレードライセンスが「成長に合わせた投資」モデ
ルとして利用できます。

• 6ポートの 1GEアップグレードライセンス
• 2ポートの 10GEアップグレードライセンス
• 12x1ポート 1GEおよび 4x10GEポートを有効にする一括ライセンス

• Advanced Metro IP Access
• Metro IP Access
• Metro Access（デフォルト）
•機能ライセンス

前述のライセンスを有効化するには、次の手順に従います。

•シスコソフトウェアライセンシング：シスコソフトウェアライセンスのアクティベー
ション機能は、有料のシスコソフトウェアライセンスの取得および検証を行うことによ

り、シスコのソフトウェア機能セットを有効化する一連のプロセスとコンポーネントで

す。

シスコソフトウェアライセンシングによって生成されるライセンスはシャーシの UDIに関連
付けられており、対応するWatchtower Device Certificate（WDC）がシステムに保存されていま
す。

（注）

•シスコスマートライセンシング：スマートライセンシングは使用量ベースのライセンス
であり、デバイスがシスコのセキュアサーバに登録されます。
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第 2 章

インストールの準備

この章では、設置場所でルータの設置を準備する方法について説明します。

•安全に関する注意事項（17ページ）
•安全性に関する警告文（18ページ）
•個人の安全と機器の保護のための安全に関する注意事項（18ページ）
•モジュールの脱着の安全上の注意事項（19ページ）
•電気機器の安全な取り扱い（19ページ）
•電源モジュールに関する考慮事項（20ページ）
• ESDによる損傷の防止（20ページ）
•設置場所の計画（21ページ）
•エアーフローに関する注意事項（22ページ）
•床荷重に関する考慮事項（24ページ）
•設置場所の電源に関する注意事項（25ページ）
•電気回路の要件（25ページ）
•設置場所のケーブル配線に関する注意事項（26ページ）
•非同期端末の接続（26ページ）
•干渉に関する考慮事項（26ページ）
•インストレーションチェックリスト（30ページ）
•サイトログの作成（31ページ）
•シャーシを持ち運ぶ際の注意事項（31ページ）
•工具および機器（32ページ）
•開梱および出荷内容の確認（32ページ）

安全に関する注意事項
設置を開始する前に、人身事故または機器の損傷を防ぐために、ここで説明する安全に関する

注意事項を確認してください。

また、ルータを交換、設定、または保守する前に、『RegulatoryCompliance andSafety Information
』に記載されている安全上の警告を参照してください。
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安全性に関する警告文

オン/オフスイッチのあるシステムで作業をするときは、事前に電源をオフにし、電源コード
を取り外してください。ステートメント 1

警告

この装置には複数の電源装置接続が存在する場合があります。すべての接続を取り外し、装置

の電源を遮断する必要があります。ステートメント 1028
警告

この装置は、アースさせる必要があります。絶対にアース導体を破損させたり、アース線が正

しく取り付けられていない装置を稼働させたりしないでください。アースが適切かどうかはっ

きりしない場合には、電気検査機関または電気技術者に確認してください。ステートメント
1024

警告

電力系統に接続された装置で作業する場合は、事前に、指輪、ネックレス、腕時計などの装身

具を外してください。金属は電源やアースに接触すると、過熱して重度のやけどを引き起こし

たり、金属類が端子に焼き付いたりすることがあります。ステートメント 43

警告

その他の標準的な警告メッセージとその解釈については、『Regulatory Compliance and Safety
Information for the Cisco ASR 920 Series Aggregation Services Router』を参照してください。

個人の安全と機器の保護のための安全に関する注意事項
安全を確保して、機器を保護するため、次のガイドラインに従ってください。このリストに

は、生じる可能性のある危険な状況がすべて網羅されているわけではありません。そのため、

注意を怠らないでください。

•システムを移動する前に、常にすべての電源コードおよびインターフェイスケーブルを外
してください。

•回路の電源が切断されていると思い込まないで、必ず確認してください。
•取り付けの前後に、シャーシの周辺は、できるだけ埃のない清潔な状態に保ってくださ
い。

•工具とアセンブリコンポーネントは、通行の邪魔にならない場所に保管してください。
•危険を伴う作業は、1人では行わないでください。
•人身事故や装置障害を引き起こす可能性のある作業は行わないでください。
•シャーシに引っ掛かるような衣服は着用しないでください。
•眼を傷つける可能性がある場合は、作業時に保護眼鏡を着用してください。
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モジュールの脱着の安全上の注意事項
モジュールの脱着の安全上の注意事項については、『RegulatoryComplianceandSafety Information
for the Cisco ASR 920 Series Aggregation Services Router』を参照してください。

電気機器の安全な取り扱い
電気機器の安全な取り扱いについては、『Regulatory Compliance and Safety Information for the
Cisco ASR 920 Series Aggregation Services Router』を参照してください。

電気機器を取り扱う際には、次の注意事項に従ってください。

•部屋の緊急電源遮断スイッチを確認します。電気事故が発生した場合、ただちに電源をオ
フにします。

•システムで作業を開始する前に、DCメイン回路ブレーカーをオフにし、電源端子ブロッ
クのケーブルを取り外します。

•次を実行する前に、すべての電源を切断してください。

•電源付近で作業する場合
•ルータシャーシまたはネットワークプロセッサモジュールの取り付けまたは取り外
しを行う場合

•ほとんどのハードウェアアップグレードを行う場合

•故障していると思われる機器は取り付けないでください。
•床が濡れていないか、アースされていない電源延長コードや保護アースの不備などがない
かどうか、作業場所の安全を十分に確認してください。

•回路の電源が切断されていると思い込まないで、必ず確認してください。
•人身事故や装置障害を引き起こす可能性のある作業は行わないでください。
•電気事故が発生した場合は、次の手順に従ってください。

•十分注意して、自分自身が被害者にならないようにしてください。
•ルータの電源をオフにしてください。
•可能であれば、医療を受けるために別の人を呼びます。それができないときは、被害
者の状態を判別してから助けを呼んでください。

•負傷者に人工呼吸または心臓マッサージが必要かどうかを判断し、適切な処置を施し
てください。

さらに、電源は切断されているが、電話回線またはネットワークケーブルにはまだ接続されて

いる機器を取り扱う場合は、次のガイドラインに従ってください。

•雷が発生しているときには、電話線の接続を行わないでください。
•ジャックが特別に設計されている場合を除き、電話のジャックを水気のある場所では設置
しないでください。
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•電話回線がネットワークインターフェイスから切り離されていない限り、絶縁されていな
い電話ケーブルや端子には、触れないでください。

•電話回線の設置または変更時には、注意してください。

電源モジュールに関する考慮事項
設置場所の電源を調べ、クリーンな電力（スパイクやノイズのない電力）が供給されているこ

とを確認してください。必要に応じて、電力調整器を取り付けてください。

ESDによる損傷の防止

この機器にはアース接続が必要です。グリーンおよびイエローの6AWGアース線を使用して、
ホストを接地点に接続した状態で使用してください。ステートメント 383

警告

静電放電（ESD）によって機器が損傷し、電子回路に不具合が生じる可能性があります。静電
放電は、電気プリント基板の取り扱いが不適切な場合に生じ、障害あるいは断続的障害を引き

起こします。モジュールの取り外しおよび交換時は、静電放電防止手順に必ず従ってくださ

い。

•ルータのシャーシがアースに接続されていることを確認してください。
•静電気防止用リストストラップを肌に密着させて着用してください。不要な ESD電圧を
アースに流すために、シャーシフレームの塗装されていない表面にクリップを留めます。

静電破壊と感電を防ぐために、リストストラップとコードは効果的に使用する必要があり

ます。

•リストストラップを使用できない場合、シャーシの金属部分に触れることで自分自身を
アースしてください。

•コンポーネントの取り付けを行うときには、イジェクトレバーまたは非脱落型ネジを使用
して、バックプレーンまたはミッドプレーンのバスコネクタに適切に固定します。これら

の器具は、プロセッサの脱落を防ぐだけではなく、システムに適切なアースを提供し、バ

スコネクタを確実に固定させるために必要です。

•コンポーネントの取り外しを行うときには、イジェクトレバーまたは非脱落型ネジを使用
して、バックプレーンまたはミッドプレーンからバスコネクタを外します。

•コンポーネントはハンドルまたは端だけを持ち、プリント基板またはコネクタには決して
触れないでください。

•取り外したコンポーネントは、基板側を上向きにして、静電気防止用シートに置くか、静
電気防止用容器に入れます。コンポーネントを工場に返却する場合は、ただちに静電気防

止用容器に入れてください。

•プリント基板と衣服が接触しないように注意してください。リストストラップは体内の静
電気からコンポーネントを保護するだけです。衣服の静電気によってコンポーネントが損

傷することがあります。

•金属製フレームからプリント基板を取り外さないでください。
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機器の安全を確保するために、静電気防止用リストストラップの抵抗値を定期的にチェックし

てください。抵抗値は、1～ 10 Mohmでなければなりません。
（注）

設置場所の計画
ここでは、Cisco ASR 920シリーズルータの設置を計画する方法について説明します。

一般的な注意事項

ルータを使用する際、および取り扱う際は、次の一般的な注意事項を守ってください。

•システムコンポーネントをラジエータや熱源から離し、冷却ベントを妨げないようにして
ください。

•システムコンポーネントに食べ物や飲み物をこぼさないようにしてください。また、濡れ
た環境で製品を動作させてはなりません。

•システムコンポーネントの開口部には、何も押し込んではなりません。内部コンポーネン
トがショートして火災や感電の原因となる可能性があります。

•システムケーブルおよび電源コードの位置に注意してください。踏みつけたり、つまずい
たりすることがないように、システムケーブルおよび電源コードを引き回して接続する必

要があります。システムコンポーネントのケーブルや電源コードの上に、何も乗っていな

いようにする必要があります。

•電源ケーブルとプラグを改造しないでください。場所を変更する場合は、ライセンスを待
つ電気技術者または電力会社にお問い合わせください。必ず、地域および国の配線規則に

従ってください。

•システム電源の切断後、再投入する場合は、システムコンポーネントの損傷を防ぐため
に、30秒以上の間隔を置いてください。

設置環境のチェックリスト

この章で説明するすべての設置場所の準備作業を実行して確認するには、次のチェックリスト

を使用してください。

•設置場所が環境条件を満たしている。
•設置場所の空調システムで、熱放散を補うことができる。
•ルータを配置する部分の床がシステムの重量を支えられる。
•設置場所の供給電力が要件に適合している。
•ルータを作動させる電気回路が要件に適合している。
• TIA/EIA-232Fに従って、コンソールポートの配線および関係するケーブル接続の制限事
項が配慮されている。

•ルータのイーサネットケーブル接続距離が規定された制限の範囲内である。
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•ルータの設置を予定している装置ラックが、規定された要件に適合している。
•ラック位置の選択時には、安全性、メンテナンスの容易さ、および適切なエアーフローを
慎重に検討する必要がある。

設置場所の選択に関する注意事項

ルータには、特定の環境の動作条件があります。温度、湿度、高度、および振動がルータのパ

フォーマンスおよび信頼性を左右する可能性があります。次に、適切な動作環境を準備できる

ように、固有の情報を示します。

ルータは、『Regulatory Compliance and Safety Information for the Cisco ASR 920 Series Router』に
記載されている EMC、安全性、および環境規格に適合するように設計されています。

環境要件

Cisco ASR 920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルータの環境モニタによって、
過電圧や過熱状態による損傷からシステムおよびコンポーネントが保護されます。正常なシス

テム動作を維持し、不要なメンテナンスの手間を省くには、設置作業を行う前に、設置環境の

条件を整えておく必要があります。設置後は、「CiscoASR-920-12SZ-IMルータの仕様」の表で
説明されている環境特性が設置場所で維持されるようにしてください。

プラント外部の設置（セルサイトキャビネット、仮設小屋など）の場合は、空気汚染、埃、

湿気、昆虫、有害生物、腐食ガス、汚染大気やその他の外気中の反応性素子に対してルータが

保護されている必要があります。このレベルの保護を実現するために、ユニットを完全に密閉

されたラックまたはキャビネットに設置することを推奨します。このようなキャビネットの例

には、Telecordia GR487に準拠した熱交換器を備えた IP65キャビネットが含まれます。温度は
–40 °C～ 70 °Cの間に維持される必要があります。

装置は、ラックによって外部の気候や環境の影響を直接受けないように保護されており、かつ

動作環境がGR-3108-COREのクラス2で定義されているとおりに以下の範囲に設定されている
必要があります。

• -40 °C（- 40°F）～ 70 °C（158°F）

• 5～ 90% RH

寸法および重量

適切な場所にシステムを配置できるように、ルータの物理特性を理解しておいてください。詳

細については、「Cisco ASR-920-12SZ-IMルータの仕様」の表を参照してください。

エアーフローに関する注意事項
冷気は、ルータの後方に取り付けられているファンによってルータを循環します。
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内部ファンは、通気口から冷えた空気を取り込み、シャーシに空気を循環させることにより、

内部コンポーネントの正常な動作温度を維持します。

エアーフローの方向は前方から後方です。

図 5 : Cisco ASR 920シリーズルータでのエアーフロー

装置ラックを十分なエアーフローが通過するようにするために、以下に示す最小の空間を常時

確保することをお勧めします。

•前面の空間：12.7 cm
•背面の空間：14 cm
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次の点に注意してください。

•ルータと他のデバイスを背中合わせに配置する場合は、2台のデバイス間に最低 10 cmの
エアーフローの空間を確保してください。

•装置ラックと、ラックに配置されているルータ内のエアーフローがブロックまたは制限さ
れている場合、またはラックに流れる換気の温度が高いと、ラックと、ラックに配置され

ているルータ内で適正温度を超えた状態が発生する可能性があります。

•また、設置場所では、可能な限り埃のない状態にする必要があります。埃はルータのファ
ンに詰まる傾向があり、機器ラックと、ラックに配置されているルータ内で冷気の流れが

低下するため、過熱状態のリスクが高まります。

•閉鎖型ラックの場合、換気が十分に行われるようにしてください。各ルータから放熱され
るため、ラックに詰め込みすぎないようにしてください。冷気が回るように、閉鎖型ラッ

クにはルーバーが付いた側面とファンが必要です。ラックの下部近くにある機器による放

熱は、上部にある機器の吸気口に流れ込む可能性があります。

•オープンラックにシャーシを設置する場合、ラックフレームが排気ファンをふさがない
ようにしてください。

•ラックに設置された機器、特定に閉鎖型ラック内の機器に障害が発生した場合、可能であ
れば機器を自動的に作動させます。そのラック（および隣接するラック）内にあるその他

すべての機器の電源を切ることで、ルータに最大の冷気とクリーン電力を供給できます。

•シャーシの吸気口に隣接機器の排気が流れ込むような場所には、ルータを設置しないでく
ださい。ルータ内をどのように空気が流れるかを検討してください。エアーフローの方向

は、前面から背面であり、シャーシ側面の吸気口から周囲の空気が取り込まれます。

ETSIラックに取り付ける場合のエアーフローに関する注意事項
支柱が 2本または 4本のラックに Cisco ASR 920シリーズルータを設置するには、ラックの前
面と背面のドアを取り外す必要があります。以下に示す最小の空間を常時確保することをお勧

めします。

•前面の空間：12.7 cm
•背面の空間：14 cm

4支柱の閉鎖型ラックにシャーシを取り付ける場合は、シャーシの両側に 14 cm以上のスペー
スを必ず確保してください。

床荷重に関する考慮事項
Cisco ASR 920シリーズルータを支えるラック下の床は、ラックとその他すべての搭載機器の
合計重量を支えられる強度があることを確認してください。

完全に構成された状態での Cisco ASR 920シリーズルータの重量を評価するには、「Cisco
ASR-920-12SZ-IMルータの仕様」の表を参照してください。

床荷重要件の詳細については、『GR-63-CORE, Network Equipment Building System (NEBS)
Requirements: Physical Protection』のマニュアルを参照してください。
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設置場所の電源に関する注意事項
ルータには、電源および電気配線について、固有の要件があります。これらの要件を満たすこ

とによって、信頼できるシステム動作が保証されます。ルータの設置場所の電源を準備すると

きは、次の注意事項および推奨事項に従ってください。

•冗長電源オプションでは、同一の第2電源モジュールを用意し、一方の電源モジュールが
故障した場合、またはあるラインで入力電源障害が発生した場合に、電力がシャーシに途

切れることなく、連続して供給されるようにします。

• 2つの電源装置は、それぞれ個別の入力電源に接続します。別の電源に接続しないと、外
部配線に不具合があったり、回路ブレーカーが落ちたりした場合、システム全体の電力が

失われることになります。

•入力電源が停電することのないように、電源装置に供給する各回路の合計最大負荷が配線
およびブレーカーの電流定格の範囲内にあることを確認します。

•設置前に設置場所の電源を確認し、設置後も定期的に確認して、クリーン電力が供給され
るようにしてください。必要に応じて、電力調整器を取り付けてください。

•電力線への落雷や電力サージを原因とするけがや機器の損傷を防ぐために、適切なアース
を施してください。シャーシアースは、セントラルオフィスまたはその他の内部アース

システムに接続する必要があります。

この製品は、設置する建物にショート（過電流）保護機構が備わっていることを前提に設計さ

れています。一般および地域の電気規格に準拠するように設置する必要があります。

注意

ルータの設置は、適用可能なすべてのコードに準拠する必要があり、必ず、銅の導体のみでの

使用が認可されています。金具を固定するアースボンドは、適合性のある材料にする必要があ

ります。また、金具や結合材料の緩み、劣化、電食が起きないものにする必要があります。

シャーシアースとセントラルオフィスまたはその他の内部アースシステムとの結合は、最低

限、6 AWGゲージのワイヤ、銅のアース導体を使用して行う必要があります。

（注）

電源仕様については、「電源の仕様」の表を参照してください。

電気回路の要件
各ルータには、専用の電気回路が必要です。ルータを二重化電源にする場合は、電源モジュー

ルごとに別々の回路を用意し、電源の冗長化機能が損なわれないようにする必要があります。

ルータは、DC電源または AC電源で動作します。機器がアースされていて、電源ストリップ
定格に従っていることを確認してください。電源ストリップに接続する全製品の合計アンペア

定格が、定格の 80%を超えないようにしてください。
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設置場所のケーブル配線に関する注意事項
ここでは、設置場所の配線およびケーブル接続に関する注意事項を取り上げます。ルータを

ネットワークに接続できるように設置場所を準備するときには、各コンポーネントに必要な

ケーブルのタイプとともに、ケーブルの制限事項を考慮してください。シグナリングの距離制

限、電磁干渉（EMI）、およびコネクタの適合性を検討します。使用できるケーブルタイプは
光ファイバ、太いまたは細い同軸、ホイルツイストペア、シールドなしツイストペアです。

さらに、トランシーバ、ハブ、スイッチ、モデム、チャネルサービスユニット（CSU）、デー
タサービスユニット（DSU）など、必要なその他のインターフェイス機器も検討してくださ
い。

ルータを設置する前に、ほかに必要なすべての外部機器およびケーブルを手元に用意してくだ

さい。発注については、シスコのカスタマーサービス担当者にお問い合わせください。

ネットワークの規模およびネットワークインターフェイス接続間の距離は、次の要因にも左右

されます。

•信号タイプ
•信号速度
•伝送メディア

次の項に示す距離および速度制限は、シグナリング目的の場合に IEEEが推奨する最大速度お
よび距離です。ルータを設置する前に、この情報を参考にしてネットワーク接続のプランニン

グを行ってください。

配線が推奨距離を超える場合、または配線が建物間にまたがる場合は、近辺で発生する落雷の

影響に十分に注意してください。雷などの高エネルギー現象で発生する電磁波パルスにより、

電子装置を破壊するほどのエネルギーが非シールド導体に発生することがあります。過去にこ

のような問題が発生した場合は、電力サージ抑止やシールドの専門家に相談してください。

非同期端末の接続
ルータには、ローカルコンソールアクセス用の端末またはコンピュータを接続するためのコ

ンソールポートが備わっています。このポートは RJ-45コネクタを備えており、IEEE RS-232
規格で指定された推奨距離の RS-232非同期データをサポートします。

干渉に関する考慮事項
ある程度の距離にわたって配線する場合は、干渉として遊離信号が配線に誘導されるリスクが

あります。干渉信号が強い場合、データエラーや機器の損傷を引き起こすことがあります。

ここでは、干渉の原因およびルータへの影響を最小限に抑える方法について説明します。
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EMI
AC電流を動力とするすべての機器は、EMIを引き起こす可能性のある電気エネルギーを伝達
し、他の機器の動作に影響を与えることがあります。EMIの代表的な発生源は、機器の電源
コードおよび電力会社からの電力供給ケーブルです。

強力な EMIは、ルータの信号ドライバおよびレシーバを破壊し、電力線を通じて設置機器に
電力サージを発生させることにより、電気事故を引き起こすこともあります。このような問題

が起きることはめったにありませんが、いったん起きると深刻な事態になります。

これらの問題を解決するには、専門知識および特殊な機器が必要であり、時間もコストも相当

かかる場合があります。しかし、電気環境のアースおよびシールドが適切であることを確認

し、電力サージを抑制する必要性に十分配慮することができます。

CiscoASR920シリーズルータでサポートされる電極磁気に関する準拠規格の詳細については、
『Regulatory Compliance and Safety Information for the Cisco ASR 920 Series Aggregation Services
Router』を参照してください。

無線周波数干渉

電磁場が長距離に及ぶ場合、RFI（無線周波数干渉）が伝達される可能性があります。建物の
配線がしばしばアンテナの役割を果たし、RFI信号を受信して、配線上でEMIをさらに増やし
ます。

アース用導体を確実に施設してプラント配線にツイストペアケーブルを使用すると、プラント

配線から無線干渉が発生することはほとんどありません。推奨距離を超える場合は、データ信

号ごとにアース導体を1つずつ使用し、高品質のツイストペアケーブルを使用してください。

雷および AC電源障害の干渉
信号線が推奨ケーブル距離を超える場合、または信号線が複数の建物にまたがる場合は、施設

付近への落雷がルータに与える影響を検討する必要があります。

雷またはその他の高エネルギー現象がもたらす EMP（電磁パルス）は、電子機器を損傷また
は破壊できるだけのエネルギーをシールドなしの導体に結合する可能性があります。過去にこ

の種の問題を経験している場合は、RFIおよび EMIの専門家に相談し、Cisco ASR 920シリー
ズルータの運用環境において、適切な電力サージ抑制および信号ケーブルのシールドを確保す

る必要があります。

ラックに設置する場合の注意事項

ここでは、ラックに設置する場合の注意事項について説明します。

ラックマウントに関する注意事項

安全を確保するために、ラックマウントに関する次の注意事項を守ってください。
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•ラックからコンポーネントを引き出す前に、ラックが水平で安定していることを確認して
ください。

•ラック内のコンポーネントに適切なエアーフローが確保されていることを確認してくださ
い。

•ラック内のシステムまたはコンポーネントを保守するときに、他のコンポーネントまたは
システムの上に足をかけたり、乗ったりしてはなりません。

•別の装置がすでに設置されているラック内にルータを設置する場合は、一番重いコンポー
ネントをラックの一番下に設置して、下から順番に取り付けます。

•ラックにスタビライザが付いている場合は、スタビライザを取り付けてから、ラックに装
置を設置したり、ラック内の装置を保守したりしてください。

ラックの選択に関する注意事項

ルータは、米国電子工業会（EIA）の装置ラックに関する規格（EIA-310-D 19インチ）に適合
する 2支柱または 4支柱の 19インチ装置ラックに搭載できます。ラックは最低 2支柱で、
シャーシをマウントするための取り付けフランジを備えている必要があります。

いずれのタイプであっても、ラック装置にシャーシをマウントするときには、シャーシに取り

入れる空気が 70 °Cを超えないようにする必要があります。
注意

2つの支柱にある取り付け穴の中心線間の距離は、18.31インチ ± 0.06インチ（46.50 cm ± 0.15
cm）でなければなりません。シャーシに付属しているラックマウント金具は、大部分の 19イ
ンチ装置ラックに適しています。

ルータは、次の特性または機能を備えたラックに設置することを検討してください。

• NEBSに準拠した 19インチ幅（48.3 cm）のラック。
•取り付けレールの EIAまたは European Telecommunications Standards Institute（ETSI）の穴
パターン。必要な取り付け金具は、ルータに付属しています。システムの設置を予定して

いるラックに、メートルネジ用のレールがある場合は、独自にメートル取り付け金具を用

意する必要があります。

•過熱防止の換気用に穴が空いた天板と開放型の底面。
•安定性を確保するための水平調節脚。

ルータを閉鎖型ラックに設置することはお勧めしません。内蔵コンポーネントの動作温度を許

容範囲内で維持するために、シャーシの冷気の流れが妨げられないようにする必要があるから

です。閉鎖型ラックを使用する場合は、エアーフローの要件が「エアーフローに関する注意

事項」の説明に従って維持されていることを確認します。

注意
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装置ラックに関する注意事項

ラックの配置は、人員の安全、システムのメンテナンス、およびシステムが環境特性の範囲内

で動作できるかどうかを左右する可能性があります。ここで説明するガイドラインに従って、

ルータに適した場所を選択してください。

安全な場所の選択

CiscoASR920シリーズルータがラック内で最も重量がある場合、または唯一の装置の場合は、
最下部または最下部近くにルータを設置して、ラックの重心をできるだけ低くしてください。

電子機器の適切な配置の詳細については、『GR-63-CORE, Network Equipment Building System
(NEBS) Requirements: Physical Protection』を参照してください。

メンテナンスが容易な場所の選択

以下に示す最小の空間を常時確保することをお勧めします。

•前面の空間：12.7 cm
•背面の空間：10 cm

このスペースによって、ルータコンポーネントを取り外し、日常の保守またはアップグレード

を容易に行うことができます。

混み合ったラックにはルータを設置しないでください。また、同じラック内の他の装置から引

き回されたケーブルが、ルータカードのアクセスにどのように影響するかを検討してくださ

い。

十分なエアーフローを確保し、シャーシ内部の過熱を防止するために、シャーシの前面および

背面を遮るものがないようにしておく必要があります。

設置時および動作時に問題が起きないように、機器の位置および接続を考えるときには、次の

一般的な注意事項に従ってください。

•定期的に show environment all コマンドを使用して、システム内部の状態を確認してくだ
さい。環境モニタがシャーシ内部の環境を絶えず確認し、高温になった場合は警告を出

し、その都度その他の危険の可能性に関するリポートを作成します。警告メッセージが表

示された場合は、ただちに問題の原因を突き止めて解消してください。

•ルータは、床から離し、埃のたまりやすい場所から遠ざけて配置してください。
•静電気防止手順に従い、機器が損傷しないようにしてください。静電放電による損傷に
よって、即時または断続的な機器障害が発生する可能性があります。

十分なエアーフローを確保できる場所の選択

システム動作が環境特性の範囲内で維持されるように、また、システムの熱放散を補える温度

の空気が得られるように、ルータの設置には十分なエアーフローを確保してください。詳細に

ついては、「エアーフローに関する注意事項」を参照してください。
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インストレーションチェックリスト
設置を支援し、行った作業、作業者、作業時期のレコードを提供するには、次の表に記載する

CiscoASR920シリーズルータの設置チェックリストをコピーしてください。これを使用して、
各手順の完了と検証を記録します。チェックリストが完成したら、新しい Ciscoルータに関す
る他の記録とともにサイトログに保管します。

表 13 :インストレーションチェックリスト

日付確認者タスク

シャーシの受領日

シャーシおよびすべてのアク

セサリの開梱

インターフェイスのタイプお

よび個数の確認

安全に関する注意および注意

事項の確認

インストレーションチェック

リストのコピー

サイトログの作成およびバッ

クグラウンド情報の記入

設置場所の電源電圧の確認

設置場所の環境仕様の確認

必要なパスワード、IPアドレ
ス、デバイス名などの準備

必要な道具を用意しました

ネットワーク接続機器の準備

ケーブル管理ブラケットの取

り付け（任意であるが推奨）

AC電源とルータに接続された
AC電源コード

DC電源とルータに接続された
DC電源コード
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日付確認者タスク

ネットワークインターフェイ

スケーブルおよびデバイスを

接続

システム電源を投入

システムブートが完了

（STATUS LEDが点灯）

システムバナーの表示後に、

正しいソフトウェア設定が表

示されることを確認

サイトログの作成
サイトログは、ルータの設置および保守に関連するすべてのアクションを記録するものです。

ルータの作業者全員がすぐに参照できるように、サイトログはシャーシのそばに保管してくだ

さい。

取り付け前にサイトログを作成します（コピーを作成するために使用できるサイトログの例、

およびサイトログの詳細情報については、「サイトログ」を参照してください）。

シャーシを持ち運ぶ際の注意事項
シャーシの頻繁な移動は想定されていません。電源やネットワーク接続の都合で、後からシャー

シを移動させなくてもすむように、システムを設置する前に、設置場所の準備を適切に整えて

おいてください。

シャーシまたはその他の重量物を運ぶときには、必ず、次の注意事項に従ってください。

•足下を安定させ、両足の間でバランスを取って、シャーシの重量を支えます。
•シャーシはゆっくり持ち上げます。持ち上げるときに、決して突然動いたり、身体をひ
ねったりしないでください。

•背中をまっすぐに保ち、背中ではなく脚で持ち上げます。シャーシを持ち上げるためにか
がまなければならない場合は、腰ではなく、ひざからかがんで、背筋の負荷を軽減してく

ださい。

•搭載されているコンポーネントをシャーシから取り外さないでください。
•シャーシを持ち運ぶ前に、必ずすべての外部ケーブルを取り外してください。
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怪我またはシャーシの破損を防ぐために、モジュール（電源装置、ファン、またはカードな

ど）のハンドルを持ってシャーシを持ち上げたり、傾けたりすることは絶対に避けてくださ

い。これらのハンドルは、シャーシの重さを支えるようには設計されていません。シャーシの

構成部分であるハンドルを使用するか、下端の下にあるシャーシをつかむことでのみ、装置を

持ち上げます。ステートメント 163

警告

工具および機器
ルータおよびそのコンポーネントの設置およびアップグレードには、次の道具と機器が必要で

す。

•静電気防止用のコードとリストストラップ
•静電気防止用マットまたは静電気防止材
• No.1および No.2プラスドライバ
•ルータを装置ラックに固定するための番号 12-24のなべネジ
•ネットワークポートに接続するためのケーブル（構成によって異なる）

ケーブルの仕様の詳細については、「トラブルシューティング」を参照してください。（注）

•イーサネットポート接続用ネットワークインターフェイスカード付きイーサネットハ
ブ、スイッチ、または PC

• 9600ボー、8データビット、パリティなし、フロー制御なし、1ストップビットに設定さ
れているコンソール端末（ASCII端末または端末エミュレーションソフトウェアを実行し
ている PC）

•コンソールポートに接続するためのコンソールケーブル
•最大トルクが 30ポンドフォース/平方インチ（インチポンド）または 0.02 Kg/平方ミリ
メートル（kgf/mm2）の、プラスヘッド付きのラチェット式ドライバ

•アースラグのメーカーによって指定された圧着工具
• 6 AWGおよび 12 AWGの両方の被覆を除去するためのワイヤストリッパ
•メジャーおよび水準器

この装置の設置または交換は、訓練を受けた相応の資格のある人が行ってください。ステート

メント 49
警告

開梱および出荷内容の確認
シャーシが届いたら、次の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 輸送中の損傷がないか、箱を点検します。明らかに物理的な損傷がある場合は、シスコの代理
店にご連絡ください。

ステップ 2 Cisco ASR 920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルータを開梱します。

ステップ 3 目で見て、シャーシを点検します。

ステップ 4 次の表を使用して、Cisco ASR 920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルータの梱
包内容を確認します。梱包用の箱は廃棄しないでください。将来、Cisco ASR 920-24SZ-IM、
ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルータを移動または発送する場合にこの箱が必要です。

表 14 : Cisco ASR 920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルータのデフォルト梱包内容

説明コンポーネント

Cisco ASR 920シリーズルータのシャーシ

ファントレイ（PID：ASR-920-FAN-TRAY）。
デフォルトでは、ファントレイはシャーシに

取り付けられています。

シャーシ（PID：ASR-920-12SZ-IM）

シャーシのラックマウントブラケット（19イ
ンチ EIA）と 8本のネジ

アクセサリキット

2個のケーブルガイドと 2本のネジ

2本の 10-32ネジを備えたアースラグ X 1

USBタイプ Aから USBタイプ Aへのオス
ケーブル

PSUダミーカバー（ASR920-PWR-BLANK）

IMダミーカバー（ASR900-IMA-BLANK）

使い捨てリストストラップ x 1（任意）静電放電リストストラップ（使い捨て式）

CiscoASR920シリーズルータのポインタカー
ド

マニュアル
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説明コンポーネント

次のオプション機器の箱を確認してください。

• ACおよび DC電源モジュール

AC電源装置と DC電源装置は
注文に応じて提供されます。

（注）

• AC電源モジュールが出荷された場合は、
電源コード。DC電源ユニットの場合は
コードはなし。

電源ケーブルを指定しない場合

は、ACルータ派生製品向けの
米国の電源ケーブルが提供され

ます。

（注）

オプション品

ほとんどのシスコ製品マニュアルはオンラインで入手できます。CiscoASR920シリー
ズルータの付属マニュアル『Cisco ASR 920 Series Aggregation Services Router Pointer
Card』には、オンラインで利用できるさまざまなマニュアルに関するリンクや情報が
含まれています。

（注）
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第 3 章

Cisco ASR 920シリーズルータの設置

この章では、ルータの設置手順を説明します。内容は次のとおりです。

•前提条件（35ページ）
•ルータのラックへの設置（36ページ）
•ラックへのルータの設置（42ページ）
•ラックへのルータシャーシの取り付け（42ページ）
•ケーブルガイドの取り付け（44ページ）
•壁面へのルータの取り付け（45ページ）
• SFPモジュールの脱着（48ページ）
•銅線ポートへの接続（51ページ）
•シャーシのアース接続の取り付け（53ページ）
•ファントレイの脱着（55ページ）
•インターフェイスモジュールの取り付け（58ページ）
•パッチパネルの取り付け（59ページ）
• 3Gパッチパネルの取り付け（64ページ）
•パッチパネルの寸法（86ページ）
•パッチパネルのピン割り当て（91ページ）
•パネルとブラケット（92ページ）
•電源装置の取り付け（92ページ）
•ルータのネットワークへの接続（103ページ）

前提条件
ルータを設置する前に、次の設置準備を行うことが重要です。

•設置場所（設置場所の計画）を準備し、設置計画またはMethod of Procedure（MOP）を確
認する。「設置場所の計画」を参照してください。

•ルータを開梱して点検する。「シャーシを持ち運ぶ際の注意事項」を参照してください。
•ルータを正しく設置するために必要な工具とテスト機器を収集する。「必要な工具と機
器」を参照してください。
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ルータの設置を準備する方法については、「設置の準備」を参照してください。

ルータのラックへの設置
Cisco ASR 920シリーズアグリゲーションサービスルータのそれぞれに、ラックマウントブ
ラケットが付属しています。これらのラックマウントブラケットを使用して、EIA-310-D仕様
を満たす 19インチラック、23インチラック、ETSIラックにルータを取り付けることができ
ます。

装置ラックにルータを収容するには、設置用のラックマウントブラケット2個を使用します。
この設置では、ケーブルのためにルータの前面に追加のスペースが確保され、フロントクロー

ズの扉が付いたラックの扉を閉じることができます。

ラックマウントブラケットの取り付けまたは交換については、「ルータをブラケットへ取り付

ける」を参照してください。

ラックマウントブラケットは、ルータを EIA 1.25インチ（3.175 cm）またはWECO 1.0インチ
（2.54cm）の穴の間隔があるラックに取り付けることができるように形状調整が施されていま
す。ルータをラックに設置する場合、取り付け用に EIA 1.75インチ（4.4 cm）の垂直マウント
スペース（つまり 1ラックユニット（RU））が 1つ必要です（「ラックへのルータの設置」
を参照）。

冷却用の空気が右側から取り込まれ、シャーシ内を循環して、シャーシの反対側にある3個の
ファン排気口ポートから排出されるよう、ルータの両側に空間を確保します。

注意

ここでは、ルータをラックに設置する手順について説明します。ここで説明する手順は、ラッ

クへのルータの水平および垂直取り付けの両方に適用されます。

ルータをブラケットへ取り付ける

ブラケットの向きと使用するブラケットは、ブラケットを取り付けるラック（19インチラッ
ク、23インチラック、ETSIラック）によって決まります。次の図に、マウントブラケットの
タイプを示します。
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図 6 :ラックマウントブラケット

23インチブラケット219インチブラケット1

——ETSIラックブラケット3

• 19インチラックの場合、部品番号 700-39959-01を使用します（「19インチラック用ブラ
ケットの取り付け」を参照）。

• 23インチラックの場合、部品番号 700-40065-01を使用します（「23インチラック用ブラ
ケットの取り付け」を参照）。

• ETSIラックの場合、部品番号 700-40067-01を使用します（「ETSIラック用ブラケットの
取り付け」を参照）。

ブラケット設置ネジは、あらかじめルータに設置されています。シャーシのブラケット設置位

置によっては、該当するネジを取り外し、ブラケットを固定してから再度ネジを設置する必要

があります。

（注）

19インチラック用ブラケットの取り付け

次の図に、19インチラック用ブラケットをルータに取り付ける方法を示します。
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図 7 : 19インチラック用ブラケットの取り付け

フロントマウントの位

置

2フラットヘッドネジ1

リアマウントの位置4ミッドマウントの位

置

3
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23インチラック用ブラケットの取り付け

次の図に、23インチラック用ブラケットをルータに取り付ける方法を示します。

図 8 : 23インチラック用ブラケットの取り付け
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フロントマウントの位

置

2フラットヘッドネジ1

リアマウントの位置4ミッドマウントの位置3

ETSIラックのブラケットの取り付け

次の図に、ETSIラック用ブラケットをルータに取り付ける方法を示します。
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図 9 : ETSIラックのブラケットの取り付け

フロントマウントの位

置

2フラットヘッドネジ1

リアマウントの位置4ミッドマウントの位置3
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ラックへのルータの設置
ルータを装置ラック内に設置するには、以下の手順に従います。

装置ラックにルータを固定するには、各側面に2本の取り付けネジ（付属品）を使用するか、
装置ラックにルータを設置する各設置場所の慣習に従う必要があります。ラックマウントブラ

ケットがしっかりと留められていることを確認してください。詳細については、「ルータをブ

ラケットへ取り付ける」を参照してください。

（注）

手順

ステップ 1 ルータを設置する装置ラックの位置を確認します。

ステップ 2 障害物がないことを確認し、装置ラックが安定していることを確認します。

ステップ 3 ルータを設置するラック（19インチラック、23インチラック、または ETSIラック）を決定
します。「ラックマウントブラケット」の図に、マウントブラケットのタイプが示されてい

ます。

ステップ 4 ルータを取り付ける位置（前、中、後）を決定します。（19インチラックの場合は、「19イ
ンチラック用ブラケットの取り付け」を参照してください。23インチラックの場合は、「23
インチラック用ブラケットの取り付け」を参照してください。ETSIラックの場合は、「ETSI
ラックのブラケットの取り付け」を参照してください）。

ステップ 5 ルータの取り付け穴の位置を確認します。

ステップ 6 ラックマウントブラケットとルータを、4本の #6-32 X 0.25インチのネジ（同梱）を使用して
位置決めします。

ステップ 7 ネジ（4箇所）を挿入し、No.2プラスドライバを使用して締めます（各側面）。

ステップ 8 ルータのブラケットの穴をラックの穴に合わせて装置ラックにルータを配置し、4本の #6-32
x 0.25インチ取り付けネジ（両側に 2つずつ）で固定してください。

ステップ 9 1/4インチのマイナスドライバを使用してネジを締めます（両側）。推奨されている最大トル
クは 10インチポンドです。

ラックへのルータシャーシの取り付け

ルータをラックに取り付けるときは、十分なエアーフローを確保します。詳細については、

『Cisco ASR-920-12SZ-IMおよび ASR-920U-12SZ-IMアグリゲーションサービスルータハード
ウェア設置ガイド』の「エアーフローに関する注意事項」を参照してください。

（注）
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ルータを 19インチの EIAラックに設置する前にケーブルガイドを取り付けます。『Cisco
ASR-920-12SZ-IMおよび ASR-920U-12SZ-IMアグリゲーションサービスルータハードウェア設
置ガイド』の「ケーブルガイドの取り付け」を参照してください。

（注）

装置ラックにルータシャーシを取り付ける手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 次のようにしてラック内のシャーシの位置を決めます。

•シャーシの前部（前面パネル）をラックの手前側にする場合は、シャーシの後部を支柱の
間に挿入します。

•シャーシの後部をラックの手前側にする場合は、シャーシの前部を支柱の間に入れます。

ステップ 2 ブラケット（およびオプションのケーブルガイド）の取り付け穴と装置ラックの取り付け穴を
合わせます。

次の図に、19インチ EIAラックにルータを取り付ける方法を示します。

図 10 : 19インチ EIAラックへのシャーシの取り付け

ステップ 3 M6x12mmの亜鉛メッキスチール製ネジ 4本をブラケットの穴に通し、さらに装置ラックの支
柱のネジ穴に通して取り付けます。

ステップ 4 巻き尺と水準器を使用して、シャーシがまっすぐ水平に取り付けられているかどうかを確認し
ます。
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ケーブルガイドの取り付け
Cisco ASR 920シリーズルータでは、次のケーブルガイドをサポートしています。

• A920-CBL-GUIDE（左右）：前面パネルのすべてのコンポーネントからのケーブルの引き
回しに役立ち、適切なケーブル曲げ半径を可能にします。

19インチブラケットを使用してシャーシを取り付ける場合は、ラックにシャーシを取り付け
る前にケーブルガイドを組み立てる必要があります。

（注）

ケーブルガイドを取り付ける手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 次の図に示すように、左のケーブルガイドと右のケーブルガイドをシャーシの前面に対して
配置し、4個のネジ穴を合わせます。

図 11 : 19インチラックブラケットのケーブルガイドの取り付け
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図 12 : ETSIラックブラケットのケーブルガイドの取り付け

ステップ 2 ケーブルキットに付属している 4本のM6x12mmネジを使用して、ケーブルガイドを固定し
ます。推奨されている最大トルクは 3N-mです。

図 13 :ケーブルガイドの取り付け（標準キットと同様）

壁面へのルータの取り付け
壁面にルータを設置する場合の手順は、次のとおりです。

ルータをブラケットへ取り付ける（壁面に取り付ける場合）

ルータを壁面に取り付けときは常に、電源が必ず上部に位置するようにしてください。（注）

次の図に、ルータの片側に 19インチブラケットを取り付ける手順を示します。同じ手順で、
反対側にもブラケットを取り付けます。
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図 14 :壁面に取り付ける場合の 19インチブラケットの取り付け

壁面へルータを取り付ける

ルータおよびケーブルを確実に支えるために、ルータを壁面の間柱、または固定した合板の背

板にしっかりと取り付けてください。

取り付けに適しているのは、コンクリートなど、不燃性の壁面のみです。ステートメント 345警告

次の図に示すように、前面パネルを使用してルータを取り付けます。
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図 15 :壁面へのルータの取り付け

ルータを垂直方向に取り付ける場合は、電源が必ず上部にあるようにしてください。注意
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SFPモジュールの脱着
ここでは、SFPモジュールの脱着方法について説明します。これらのモジュールは、「SFPモ
ジュールスロットへの SFPモジュールの取り付け」の図に示すように SFPモジュールスロッ
トに挿入します。現地交換が可能なこれらのモジュールには、インターフェイスが用意されて

います。

各ポートは、ケーブルの反対側の波長仕様と一致する必要があります。信頼性の高い通信を実

現するために、ケーブルは所定のケーブル長を超えないようにしてください。

シスコのルータには、シスコ製SFPモジュールのみを使用してください。SFPモジュールには
すべて、セキュリティ情報がエンコードされた内部シリアル EEPROMが装着されています。
この情報により、シスコはそのSFPモジュールがルータの要件を満たしているかどうかを識別
し、検証することができます。

SFPモジュールの取り付け、取り外し、ケーブル接続についての詳細は、SFPモジュールのマ
ニュアルを参照してください。

SFPモジュールの装着
次の図に、ベールクラスプラッチ付きの SFPモジュールを示します。

ケーブル、ケーブルコネクタ、または SFPモジュールの光インターフェイスが破損する可能
性があるため、決して光ファイバケーブルを取り付けたまま光ファイバ SFPモジュールを着
脱しないでください。SFPモジュールを装着する前にすべてのケーブルを外してください。SFP
モジュールの着脱によって製品寿命が短くなることがあります。必要な場合以外には、SFPモ
ジュールの着脱を行わないようにしてください。

図 16 :ベールクラスプラッチ付きの SFPモジュール

注意

SFPモジュールをモジュールスロットに挿入するには、次の手順に従います。
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手順

ステップ 1 静電気防止用リストストラップを手首に巻き、ストラップの機器側をシャーシの塗装されてい
ない金属面に取り付けます。

一部の SFPモジュールでは、接続の方向を示す送信（TX）および受信（RX）マーキングまた
は矢印でモジュールの上面を識別します。

ステップ 2 使用しているSFPモジュールにマーキングがある場合は、モジュールの上面を識別するために
使用します。

ステップ 3 SFPモジュールをスロットの開口部前面に合わせます。

ステップ 4 SFPモジュールをスロットに差し込み、モジュールのコネクタがスロットの奥に装着された感
触があるまで押します。

図 17 : SFPモジュールスロットへの SFPモジュールの取り付け

ケーブル接続の準備が整うまで、光ファイバ SFPモジュールポートのダストプラグ
や光ファイバケーブルのゴム製キャップを外さないでください。これらのプラグおよ

びキャップは、SFPモジュールポートおよびケーブルを汚れや周辺光から保護する役
割を果たします。ダストプラグは、後で使用できるように保管しておきます。

注意

ステップ 5 SFPモジュールにケーブルコネクタを差し込みます。

•光ファイバ SFPモジュールの場合、LCケーブルコネクタを SFPモジュールに差し込みま
す。
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• 1000BASE-T SFPモジュールの場合、RJ-45ケーブルコネクタを SFPモジュールに差し込
みます。

SFPモジュールの取り外し
モジュールレセプタクルから SFPモジュールを取り外すには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 静電気防止用リストストラップを手首に巻き、ストラップの機器側をシャーシの塗装されてい
ない金属面に取り付けます。

ステップ 2 SFPモジュールからケーブルを外し、ケーブルの先端にダストプラグを取り付けます。

ケーブルコネクタプラグを再び取り付ける際には、送信（TX）と受信（RX）を間違
えないように注意してください。

ヒント

ステップ 3 次の図に示されているように、SFPモジュールのロックを解除して、取り外します。

ベールクラスプラッチ付きのモジュールの場合は、ベールを下げて、モジュールを取り外しま

す。ベールクラスプラッチが手の届きにくい場所にあり、人差し指でラッチを解除できない場

合には、小型マイナスドライバなどの細長い工具を使用してラッチを解除します。
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図 18 :ベールクラスプラッチ SFPモジュールの取り外し

ステップ 4 親指と人差し指でSFPモジュールを持ち、モジュールスロットからゆっくりと引き出します。

ステップ 5 光ファイバSFPモジュールの場合、光インターフェイスが汚れないように、SFPモジュールの
光ポートにダストプラグを取り付けます。

ステップ 6 外した SFPモジュールを耐静電袋またはその他の防護環境に保管します。

銅線ポートへの接続
銅線ポート [0:7]は、10/100/1000 Mbpsで動作できます。

ルータの銅線ポートは、接続先装置の速度で動作するように自動的に設定されます。接続先の

ポートが自動ネゴシエーションをサポートしていない場合は、速度およびデュプレックスのパ

ラメータを明示的に設定できます。自動ネゴシエーション機能のない装置または手動で速度と

デュプレックスのパラメータが設定されている装置に接続すると、パフォーマンスの低下やリ

ンク障害が発生することがあります。

（注）

最大限のパフォーマンスを実現するためには、次のいずれかの方法でイーサネットポートを設

定してください。
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•速度とデュプレックスの両方について、ポートに自動ネゴシエーションを実行させます。
•接続の両側でポートの速度とデュプレックスに関するパラメータを設定します。

手順

ステップ 1 ワークステーション、サーバ、およびルータに接続する場合は、前面パネルのRJ-45コネクタ
にストレートケーブルを接続します。ルータまたはリピータに接続する場合は、クロスケー

ブルを使用します。

CLIでmdix autoインターフェイスコンフィギュレーションコマンドを使用すると、
AutomaticMedium-Dependent Interface crossover（auto-MDIX）機能を有効にすることが
できます。auto-MDIX機能が有効になっている場合、ルータで銅線イーサネット接続
に必要なケーブルタイプが検出され、それに応じてインターフェイスが設定されま

す。したがって、接続先の装置のタイプにかかわらず、ルータの銅線 100/1000また
は SFPモジュールポートには、クロスケーブルまたはストレートケーブルのどちら
でも使用することができます。

（注）

ステップ 2 接続先装置のRJ-45コネクタに、ケーブルのもう一方の端を接続します。ルータと接続先装置
の両方でリンクが確立されると、ポート LEDが点灯します。

ポート LEDが点灯しない場合は、接続先装置の電源がオンになっていないか、ケーブルまた
は接続先装置に取り付けられているアダプタに障害がある可能性があります。

リンクが確立すると、ユーザネットワークインターフェイス（UNI）ポートのポー
ト LEDがグリーンになります。

（注）

ステップ 3 必要に応じて接続先装置の設定を変更して再起動します。

ステップ 4 ステップ 1～ 3を繰り返して、各装置を接続します。

SFPモジュールへの接続
ここでは、SFPモジュールへの接続方法について説明します。光ファイバSFPモジュールへの
接続方法については、「光ファイバ SFPモジュールへの接続」を参照してください。

SFPモジュールの脱着方法については、「SFPモジュールの脱着」を参照してください。

光ファイバ SFPモジュールへの接続

次の手順で光ファイバケーブルを SFPモジュールに接続します。

クラス 1レーザー製品です。ステートメント 1008危険
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ケーブル接続の準備が整うまで、SFPモジュールポートのゴム製プラグや光ファイバケーブ
ルのゴム製キャップを外さないでください。これらのプラグおよびキャップは、SFPモジュー
ルポートおよびケーブルを汚れや周辺光から保護する役割を果たします。

注意

手順

ステップ 1 モジュールポートと光ファイバケーブルからゴム製プラグを取り外し、再使用できるように
保管しておきます。

ステップ 2 SFPモジュールポートに光ファイバケーブルの一端を挿入します。

ステップ 3 接続先装置の光ファイバコネクタにケーブルの反対側を差し込みます。

ステップ 4 ポートステータス LEDを確認します。

ルータと接続先装置がリンクを確立すると、LEDがグリーンに点灯します。

ポート LEDが点灯しない場合、接続先装置が起動していない、ケーブルに問題がある、接続
先装置のアダプタに問題があるといった理由が考えられます。

ステップ 5 必要に応じてルータまたは接続先装置を再設定し、再起動します。

シャーシのアース接続の取り付け
ルータに電源を接続したり、ルータをオンにしたりする前に、ルータを適切にシャーシアース

接続してください。

ここでは、シャーシをアース接続する方法について説明します。アースラグはルータの背面パ

ネルにあります。

アースラグワイヤがファン開口部にかかっていないことを確認します。ヒント

図 19 :ルータの背面へのアースラグの取り付け

アースラ

グ

1
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シャーシアース接続が十分であることを確認するには、次の部品および工具が必要です。

•アース線をルータに接続するための、最大トルクが 15インチポンド（1.69 N-m）のプラ
スヘッド付きのラチェット式ドライバ

•アースラグのメーカーによって指定された圧着工具
•アース線用 6 AWG以上の銅線
•使用しているワイヤに適したワイヤストリッパ

ルータに接続する前に、必ず回路ブレーカーの電源を切断してください。そうしないと、深刻

な事故やルータの損傷が発生する場合があります。

注意

感電の危険：このファントレイの保守作業は、訓練を受けた担当者以外は行わないでくださ

い。

注意

この装置は、アースさせる必要があります。絶対にアース導体を破損させたり、アース線が正

しく取り付けられていない装置を稼働させたりしないでください。アースが適切かどうかはっ

きりしない場合には、電気検査機関または電気技術者に確認してください。ステートメント
1024

警告

必ず銅の導体を使用してください。ステートメント 1025警告

装置を取り付けるときには、必ずアースを最初に接続し、最後に取り外します。ステートメン

ト 42
警告

この装置はアクセス制限区域に取り付けられ、最小 6 AWGの銅製アース線に永続的にアース
接続する必要があります。

2ホールラグと対応するマウントポイントを使用してルータをアース接続するには、次の手順
を実行します。ほとんどのキャリアでは、最小で 6 AWGアース接続が必要です。アース接続
用のキャリアの要件を確認します。

手順

ステップ 1 アース線が絶縁されている場合、ワイヤストリッパツールを使用して、アース線を 0.5インチ
± 0.02インチ（12.7 mm ± 0.5 mm）むき出しにします。
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図 20 :アース線の被覆の除去

ステップ 2 2ホールアースラグの開放端に、アース線の絶縁体を取り除いた部分を差し込みます。

ステップ 3 （アースラグのメーカーによって指定された）圧着工具を使用して、次の図に示すようにアー
スラグをアース線に圧着します。

図 21 :アースラグのアース線への圧着

ステップ 4 プラスドライバを使用して、2本の平型プラスヘッドネジで 2ホールアースラグとアース線
をルータに取り付けます。

ステップ 5 アース線の反対側を設置場所の適切なアース位置に接続します。

ファントレイの脱着
ここでは、ファントレイの取り付け方法および取り外し方法を説明します。

ファントレイの取り付け

シャーシにファントレイを取り付けるには、次の手順に従ってください。

感電の危険：このファントレイの保守作業は、訓練を受けた担当者以外は行わないでくださ

い。

注意
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ファントレイを脱着する際は、必ず静電気防止用リストストラップを装着してください。注意

この手順を実行する前に、すべての電源コードを取り外してください。注意

手順

ステップ 1 非脱落型ネジが背面パネルのシャーシの穴と合うように、ファントレイの向きを調整します。
次の図を参照してください。

図 22 :シャーシへのファントレイの取り付け

ステップ 2 電源コネクタがバックプレーンに装着され、非脱落型ネジがシャーシに当たるまで、ファンア
センブリをシャーシに押し込みます。

ステップ 3 マイナスドライバまたは No.2プラスドライバを使用して、非脱落型ネジを締めます。
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ファントレイの取り外し

ファンアセンブリを取り外す手順は、次のとおりです。

ファントレイを取り外すときは、回転しているファンの羽根に手を近づけないでください。

ファンブレードが完全に停止してからファントレイを取り外してください。

注意

この手順を実行する前に、すべての電源コードを取り外してください。注意

ファントレイを脱着する際は、必ず静電気防止用リストストラップを装着してください。注意

手順

ステップ 1 シャーシでファンアセンブリの位置を確認します。ファントレイはシャーシの後ろ側の左側
にあります。次の図を参照してください。
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図 23 :シャーシからのファントレイの取り外し

ステップ 2 必要に応じてマイナスドライバまたは No.2プラスドライバを使用し、2本の非脱落型取り付
けネジを反時計回りに回して緩めます。

ステップ 3 両手でファンアセンブリを持ち、外側へ引き出します。必要に応じて軽くゆり動かし、バック
プレーンからファンアセンブリの電源コネクタを取り外します。

ステップ 4 ファンアセンブリをシャーシから引き出し、脇に置きます。

インターフェイスモジュールの取り付け
ここでは、インターフェイスモジュールの取り付けに関連したさまざまなタスクについて説明

します。

インターフェイスモジュールの取り付け

インターフェイスモジュールを挿入する前に、シャーシがアース接続されていることを確認し

ます。

注意
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手順

ステップ 1 インターフェイスモジュールを挿入する際は、ルータスロットの上端と下端の間にインター
フェイスモジュールのエッジを慎重に合わせます。

ステップ 2 インターフェイスモジュールがバックプレーンに触れるまで、ルータスロットにインターフェ
イスモジュールを慎重にスライドします。

ステップ 3 インターフェイスモジュールの両側の取り付けネジを締めて固定します。推奨される最大トル
クは 5.5インチポンド（.62 N-m）です。

ステップ 4 各インターフェイスモジュールにすべてのケーブルを接続します。

インターフェイスモジュールの取り外し

手順

ステップ 1 インターフェイスモジュールを取り外すには、インターフェイスモジュールからすべてのケー
ブルを外します。

ステップ 2 インターフェイスモジュールの両側の取り付けネジを緩めます。

ステップ 3 ハンドルを引いて、ルータスロットからインターフェイスモジュールを引き出します。ブラ
ンクフィラープレートを取り外す場合は、非脱落型ネジを使用してブランクフィラープレー

トをモジュールスロットから完全に引き抜きます。

パッチパネルの取り付け
パッチパネルの後部にブラケットを取り付けるには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 パッチパネルのラックマウントブラケットをアクセサリキットから取り出し、パッチパネル
の横に配置します。

ステップ 2 パッチパネルの側面に対してブラケットを配置し、ネジ穴に合わせます（次の図を参照）。
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図 24 :パッチパネルの正面図とブラケット

図 25 :パッチパネルの背面図とブラケット

ステップ 3 ステップ3の実行時に外したネジでブラケットをパッチパネルに固定します。推奨される最大
トルクは 28インチポンド（3.16 N-m）です。

ステップ 4 パッチパネルの取り付けブラケットに対してケーブル管理ガイドを配置します（次の図を参
照）。
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図 26 :パッチパネルの正面図とブラケットおよびガイド

図 27 :パッチパネルの背面図とブラケットおよびガイド

ステップ 5 ブラケットをネジでガイドに固定します。推奨される最大トルクは 28インチポンド（3.16
N-m）です。

ステップ 6 ブラケットとガイド付きのパッチパネルをラックに配置し、付属のネジで固定します。推奨さ
れる最大トルクは 28インチポンド（3.16 N-m）です（次の図を参照）。
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図 28 :ラックに取り付けられたパッチパネルの正面図とブラケットおよびガイド
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図 29 :ラックに取り付けられたパッチパネルの背面図とブラケットおよびガイド
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3Gパッチパネルの取り付け
CiscoASR903 3Gパッチパネルは、ラックにセットアップするか、壁付けするかを選択できま
す。

ラックブラケットの取り付け

手順

ステップ 1 （アースラグのメーカーによって指定された）圧着工具を使用して、アースラグを接続し、
アース線に圧着します。

ステップ 2 6AWGアース線を使用して、アース線の反対側を設置場所の適切なアース位置に接続します。
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図 30 :パッチパネルのアース -シングル
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図 31 :パッチパネルのアース -デュアル

ステップ 3 次のようにしてラック内のパッチパネルの位置を決めます。

•パッチパネルの前面をラックの手前側にする場合は、シャーシの後部を支柱の間に挿入し
ます。

•パッチパネルの背面をラックの手前側にする場合は、シャーシの前部を支柱の間に挿入し
ます。

ステップ 4 ブラケットの穴（マウントホール）を装置ラックの穴に合わせます。
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図 32 : 19インチラックへのパッチパネル（シングル）の取り付け
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図 33 : 19インチラックへのパッチパネル（デュアル）の取り付け
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図 34 : 21インチラックへのパッチパネル（シングル）の取り付け
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図 35 : 21インチラックへのパッチパネル（デュアル）の取り付け
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図 36 : 23インチラックへのパッチパネル（シングル）の取り付け
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図 37 : 23インチラックへのパッチパネル（デュアル）の取り付け

ステップ 5 ブラケットをネジでシャーシに固定します。推奨される最大トルクは 28インチポンド（3.16
N-m）です。

•シングルおよびダブル 3Gインターフェイスモジュールパッチパネル用の EIA 19/23イン
チ取り付けブラケット。

•シングルおよびダブル 3Gインターフェイスモジュールパッチパネル用の ETSI 21イン
チ取り付けブラケット。

ラックの 3Gパッチパネルのセットアップ
任意のケーブル管理ブラケットを取り付ける手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 図に示すように、ケーブル管理ブラケットをシャーシの前面に配置して、ネジ穴を合わせま
す。
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ステップ 2 ネジを使用して、ケーブル管理ブラケットを固定してください。推奨される最大トルクは 10
インチポンド（1.12 N-m）です。

図 38 :パッチパネル（シングル）への 19インチブラケットの取り付け
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図 39 :ラック（シングル）への 19インチブラケットの取り付け

Cisco ASR-920-12SZ-IMおよび ASR-920-U-12SZ-IMアグリゲーションサービスルータハードウェア設置ガイド
74

Cisco ASR 920シリーズルータの設置

ラックの 3Gパッチパネルのセットアップ



図 40 :パッチパネル（デュアル）への 19インチブラケットの取り付け
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図 41 :ラック（デュアル）への 19インチブラケットの取り付け
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図 42 :パッチパネル（シングル）への 21インチブラケットの取り付け
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図 43 :ラック（シングル）への 21インチブラケットの取り付け
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図 44 :パッチパネル（デュアル）への 21インチブラケットの取り付け
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図 45 :ラック（デュアル）への 21インチブラケットの取り付け
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図 46 :パッチパネル（シングル）への 23インチブラケットの取り付け
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図 47 :ラック（シングル）への 23インチブラケットの取り付け
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図 48 :パッチパネル（デュアル）への 23インチブラケットの取り付け
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図 49 :ラック（デュアル）への 23インチブラケットの取り付け

3Gパッチパネルの壁付け

始める前に

壁に取り付ける前に、まず取り付けブラケットとケーブルガイドをパッチパネルに取り付け

る必要があります。壁付けには同じラックマウントブラケット（700-113653-01）を使用でき
ます。
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手順

ステップ 1 取り付けブラケットをアクセサリキットから取り出し、デバイスの横に配置します。

図に示すようにブラケットを取り付けることができます。（注）

図 50 :壁付け -シングル
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図 51 :壁付け -デュアル

ステップ 2 10インチポンド（1.1ニュートンメートル）の推奨される最大トルクでデバイスにブラケット
を固定します。

ステップ 3 壁にデバイスを垂直に配置します。

デバイスを取り付ける前に、デバイスの側面にあるすべての未使用のネジ穴がネジで

保護されていることを確認します。

注意

ステップ 4 巻き尺と水準器を使用して、デバイスがまっすぐ水平に取り付けられているかどうかを確認し
ます。

パッチパネルの寸法
さまざまなパッチパネルの寸法を次に示します。
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図 52 :パッチパネル（ブラケットなし）

Cisco ASR-920-12SZ-IMおよび ASR-920-U-12SZ-IMアグリゲーションサービスルータハードウェア設置ガイド
87

Cisco ASR 920シリーズルータの設置

パッチパネルの寸法



図 53 :パッチパネル（ブラケットあり）
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図 54 : AMP64パッチパネル（ブラケットあり）
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図 55 : 3Gパッチパネル（ブラケットなし）-シングル
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図 56 : 3Gパッチパネル（ブラケットなし）-デュアル

パッチパネルのピン割り当て
以下に、通常のクロスケーブルのパッチパネルとストレートスルーケーブルのパッチパネル

に関するピン割り当ての情報を示します。

表 15 :ピン割り当ての詳細

ストレー

ト

クロスケーブ

ル

ピン番

号

送信チッ

プ

受信チップ1

送信リン

グ

受信リング2

——3

受信チッ

プ

送信チップ4

受信リン

グ

送信リング5

——6

——7
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ストレー

ト

クロスケーブ

ル

ピン番

号

——8

パネルとブラケット
表 16 :パネルとブラケットの詳細

ブラケットの説明パネル

シングル 12E1 + 4XDS3パッチパネル（3G CEM/IMSG
IM用）（クロスケーブルが必要）

PANEL-3G-COMBO-1

ダブル 12E1 + 4XDS3パッチパネル（3G CEM/IMSG IM
用）（クロスケーブルが必要）

PANEL-3G-COMBO-2

シングル 12E1 + 4XDS3パッチパネル（3G CEM/IMSG
用）（ストレートスルーケーブルが必要）

PANEL-3G-COMBO-1S

ダブル 12E1 + 4XDS3パッチパネル（3G CEM/IMSG IM
用）（ストレートスルーケーブルが必要）

PANEL-3G-COMBO-2S

EIA 19インチ取り付けブラケット（シングル 3G
CEM/IMSG IMパッチパネル用）

P3G1-RCKMNT-19IN

ETSI 21インチ取り付けブラケット（シングル 3G
CEM/IMSG IMパッチパネル用）

P3G1-RCKMNT-ETSI

EIA 23インチ取り付けブラケット（シングル 3G
CEM/IMSG IMパッチパネル用）

P3G1-RCKMNT-23IN

EIA19インチ取り付けブラケット（ダブル3GCEM/IMSG
IMパッチパネル用）

P3G2-RCKMNT-19IN

ETSI 21インチ取り付けブラケット（ダブル 3G
CEM/IMSG IMパッチパネル用）

P3G2-RCKMNT-ETSI

EIA23インチ取り付けブラケット（ダブル3GCEM/IMSG
IMパッチパネル用）

P3G2-RCKMNT-23IN

電源装置の取り付け
ルータでは、次の 2種類の異なる電源装置から選択できます。
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• DC電源：DC電源は、+24/48 V、GRD、-24/48 Vのポジティブラッチ/固定およびラベル
付き接続とともに、2ピン端子ブロックスタイルのコネクタを使用します。端子ブロック
コネクタのサイズは、電源の入力電流を処理するために適した AWG線のサイズを伝送す
るのに適切です。ON/OFFスイッチは提供されていません。

• AC電源：AC電源には、IEC 320タイプの電源レセプタクルおよび 15アンプのサービス
コネクタがあります。AC電源では、標準の直角電源コードを使用できます。電源には電
源コード保持具が含まれています。ON/OFFスイッチは提供されていません。

冗長性のためにデュアル電源を取り付けることができます。

設置手順を読んでから、システムを電源に接続してください。ステートメント 10警告

AC電源接続のある製品には、電磁適合性と安全性に関する Telcordia GR-1089 NEBS標準に準
拠するために、設置する建物に外部サージ保護デバイス（SPD）が備わっている必要がありま
す。

（注）

シャーシを持ち上げるには、インターフェイスモジュールと電源のイジェクタハンドルを使

用しないでください。ハンドルを使用してシャーシを持ち上げると、ハンドルが変形または損

傷する可能性があります。

注意

電源接続に関するガイドライン

ここでは、ルータの電源装置を設置場所の電源に接続する際の注意事項を説明します。

絶対にアース導体を破損させたり、アース線が正しく取り付けられていない装置を稼働させた

りしないでください。アースが適切かどうかはっきりしない場合には、電気検査機関または電

気技術者に確認してください。ステートメント 213

警告

いつでも装置の電源を切断できるように、プラグおよびソケットにすぐに手が届く状態にして

おいてください。ステートメント 1019
警告

この製品は、設置する建物に回路短絡（過電流）保護機構が備わっていることを前提に設計さ

れています。一般および地域の電気規格に準拠するように設置する必要があります。ステート

メント 1045

警告
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DC電源システムのガイドライン

DC電源モデルに関する基本的な注意事項は次のとおりです。

•シャーシの各電源装置は、それぞれ専用の入力電源を持たせるようにしてください。入力
電源は、UL60950、CSA60950、EN60950、および IEC60950規格の安全超低電圧（SELV）
要件に準拠する必要があります。

•回路は、専用の2極回路ブレーカーで保護する必要があります。電源装置の入力定格およ
び地域または国の規定に適合するサイズの回路ブレーカーを使用してください。

•回路ブレーカーは切断装置として、容易に手が届く場所に設置します。
•システムアースは、電源装置とシャーシのアースです。
• DC戻り線は、システムフレームやシステムアース機器に接続しないでください。
•アースラグを使用して、整備中に静電気防止用のリストストラップを取り付けます。
• -48Vのポジティブアースを使用してシャーシに電源供給する場合は、電源側でアースを
施し、シャーシを専用の 2極回路ブレーカーで保護する必要があります。

AC電源システムのガイドライン

AC電源モデルに関する基本的な注意事項は次のとおりです。

•シャーシの各電源装置には、それぞれ専用の分岐回路を持たせるようにしてください。
•電源装置の入力定格および地域または国の規定に適合するサイズの回路ブレーカーを使用
してください。

•シャーシとプラグ接続するAC電源レセプタクルには、アース付きのタイプを使用してく
ださい。レセプタクルに接続するアース用導体は、設置場所の施設の保護アースに接続す

る必要があります。

電力損失の防止

ルータへの電力損失を防ぐには、次のガイドラインを使用します。

•入力パワー損失を防止するために、電源モジュールに供給する各回路の合計最大負荷が配
線およびブレーカーの電流定格の範囲内に収まるようにする必要があります。

•システムによっては、UPSを使用して、設置場所の電源障害から保護できます。鉄共振テ
クノロジーを使用するUPSタイプは使用しないでください。このタイプのUPSは、Cisco
ASR 920シリーズルータなどのシステムに使用すると、バーストデータトラフィックパ
ターンによって入力電流が大きく変動し、動作が不安定になるおそれがあります。

「CiscoASR-920-12SZ-IMルータの仕様」の表に記載されている情報を参考に、ルータの特定の
設定に基づいてルータの所要電力と熱放散を見積もります。ルータの稼働に必要な配電システ

ムを計画するには、電力要件を判別しておく必要があります。

DC電源モジュールの取り付け
この機器は、ネットワークテレコミュニケーション施設や NECが適用される場所での設置に
適しています。
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この装置は、共通ボンディング網（CBN）を使用する取り付けに適しています。

この製品のアースアーキテクチャは、DC電源製品の DC絶縁（DC-I）です。DC電源製品の
公称動作 DC電圧は 48 VDCです。

電源モジュールを取り付けるには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 システムアースが接続されていることを確認します。次の図を参照してください。

ステップ 2 必要な場合は、シャーシの電源装置ベイの非脱落型ネジを緩めて、ブランク電源装置フィラー
プレートをシャーシの電源装置から取り外します。

ステップ 3 取り付ける電源装置とつながる DC回路への電源がオフになっていることを確認します。DC
回路の電源を確実に遮断するには、DC回路に対応している回路ブレーカーをOFFの位置に切
り替え、回路ブレーカーのスイッチを OFFの位置のままでテープで固定します。

ステップ 4 片手で電源装置のハンドルを持ちます。もう一方の手を電源装置の下に添えます。滑らせるよ
うにして電源装置を電源装置ベイに入れます。電源装置がベイに完全に装着されていることを

確認します

ステップ 5 電源装置の非脱落型ネジを締めます。推奨される最大トルクは 5.5インチポンド（.0.62N-m）
です。
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図 57 : DC電源モジュールの取り付け

DC電源モジュールの有効化

DC電源をアクティブにするには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 回路ブレーカーのルータハンドルからテープを取り除き、回路ブレーカーのルータハンドル
をオン（|）の位置にして電源を再投入します。

ステップ 2 各電源の前面パネル LED（PS0または PS1）がグリーンになっているかどうかを調べて、電源
の動作を確認します。

ステップ 3 LEDが電源に問題のあることを示した場合は、「トラブルシューティング」を参照してくださ
い。

ステップ 4 冗長 DC電源を接続している場合は、2番目の電源に対してこの手順を繰り返します。
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冗長DC電源を接続している場合は、電源障害の発生時の電力損失を防ぐために、各
電源は別の電源ソースに接続してください。

（注）

DC電源ケーブルの取り付け

DC電源モジュールを取り付ける場合は、14 AWG、90°Cのケーブルを使用します。建物に設
置されている回路短絡（過電流）保護機能の設定が15Aを超えていないことを必ず確認してく
ださい。

（注）

DCコネクタまたは端子ブロックは、1.3～ 1.8 N-mのトルクが適用可能なネジおよびケージ
ナットを備えています。

（注）

図 58 :ネジを備えた DCコネクタ

0.27イン
チ

C0.97イン
チ

A

0.81イン
チ

M0.31イン
チ

B

DC電源を接続するには、以下のようにします。

手順

ステップ 1 端子ブロックプラグを確認します。

ステップ 2 DC入力電源線を端子ブロックプラグに差し込みます。

ステップ 3 指定されたネジを使用して DC電源ケーブルを取り付けます。

ステップ 4 ラチェットトルクドライバを使用して、端子ブロックプラグの非脱落型ネジを締めます。次
の図を参照してください。
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図 59 : DC電源線の取り付け

DC電源モジュールの取り外し
ここでは、DC電源の取り外しと交換方法について説明します。

次の手順を実行する前に、DC回路に電気が流れていないことを確認してください。ステート
メント 1003

警告

この装置の設置、交換、または保守は、訓練を受けた相応の資格のある人が行ってください。

ステートメント 1030
警告

DC電源を取り外して交換する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 電源モジュールを保守する前に、装置を設置している領域の回路ブレーカーのスイッチをオフ
にします。さらに、回路ブレーカースイッチをオフの位置にテープで固定します。
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ステップ 2 アクセサリキットに含まれている静電気防止用リストストラップの一端を手首に付けます。

ステップ 3 電源モジュールの回路ブレーカースイッチをオフ（O）に切り替えます。

ステップ 4 電源の端子ブロックヘッドから端子ブロックプラグコネクタを引き出します。次の図を参照
してください。

ステップ 5 DC電源モジュールの非脱落型ネジをゆるめます。

ステップ 6 電源装置のハンドルを持ちます。もう一方の手で電源を支えながら、電源のロックを左側に押
したまま電源をシャーシから引き抜きます。

図 60 : DC電源モジュールの取り外し

AC電源モジュールの取り付け
AC電源モジュールを取り付けるには、次の手順に従います。

手順

ステップ 1 システムアースが接続されていることを確認します。
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ステップ 2 必要な場合は、シャーシの電源装置ベイの非脱落型ネジを緩めて、ブランク電源装置フィラー
プレートをシャーシの電源装置から取り外します。

ステップ 3 片手で電源装置のハンドルを持ちます。もう一方の手を電源装置の下に添えます。滑らせるよ
うにして電源装置を電源装置ベイに入れます。電源装置がベイに完全に装着されていることを

確認します次の図を参照してください。

図 61 : AC電源モジュールの取り付け

ステップ 4 AC電源コードをタイホルダーのタイの中に差し込み、電源コードのまわりをタイで固定しま
す。

ステップ 5 電源コードを AC電源に接続します。
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AC電源ケーブルの取り付け

電源スロットに AC電源ケーブルを取り付けるには、以下の手順に従います。

手順

ステップ 1 電源モジュールに電源コードを差し込みます。

ステップ 2 電源コードをタイ [1]の中に差し込み、次の図の [2]に示すように電源コードのまわりをタイ
で固定します。

図 62 : AC電源コードへのタイおよびクリップの取り付け

AC電源モジュールの有効化

AC電源をアクティブにするには、次の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 電源モジュールに電源コードを差し込みます。

ステップ 2 電源コードのもう一方の端を AC入力電源に接続します。

ステップ 3 各電源の前面パネル LED（PS0または PS1）がグリーンになっているかどうかを調べて、電源
の動作を確認します。

ステップ 4 LEDに電源の問題が表示された場合は、「トラブルシューティング」でトラブルシューティン
グ情報を参照してください。

ステップ 5 冗長 AC電源を接続している場合は、2番目の電源に対してこの手順を繰り返します。

冗長AC電源を接続している場合は、電源障害の発生時の電力損失を防ぐために、各
電源は別の電源ソースに接続してください。

（注）

AC電源モジュールの取り外し
この項では、AC電源の取り外しと取り付けについて説明します。

装置を取り付けるときには、必ずアースを最初に接続し、最後に接続解除します。ステートメ

ント 1046
警告

この装置の設置、交換、または保守は、訓練を受けた相応の資格のある人が行ってください。

ステートメント 1030
警告

装置は地域および国の電気規則に従って設置する必要があります。ステートメント 1074警告

AC電源を取り外して交換する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 電源コードを電源から外します。電源コードがまだ電源装置に接続されているときは、電源
コードの金属部分に触れないでください。

ステップ 2 タイを緩め、タイホルダーから電源コードを取り外します。

ステップ 3 電源コードを電源装置から取り外します。電源装置に埋め込みの金属製プロングには触れない
でください。

ステップ 4 電源装置のハンドルを持ちます。もう一方の手で電源を支えながら、電源のロックを左側に押
したまま電源をシャーシから引き抜きます。
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図 63 : AC電源モジュールの取り外し

ルータの電源投入

ラックまたは壁へのルータの取り付けが完了したら、これらのタスクを実行して取り付けを完

了します。

•ルータの電源を投入します。
•前面パネルのポートを接続します。設置を完了するには、「SFPモジュールへの接続」を
参照してください。

ルータのネットワークへの接続
ここでは、ルータをネットワークに接続する方法を説明します。
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すべてのポートに、SELVサービスのみを接続します。（注）

コンソールケーブルの接続

ここでは、コンソールケーブルを使用したルータへの接続方法を説明します。

Microsoft Windowsを使用した USBシリアルポートへの接続

ここでは、Microsoft Windowsを使用して USBシリアルポートに接続する方法を示します。

USBシリアルポートに接続した USBコンソールケーブルを使用してルータと PCの間に物理
接続を確立する前に、USBデバイスドライバをインストールします。そうしないと、接続は
失敗します。詳細については、『Cisco ASR-920-12SZ-IMおよび ASR-920U-12SZ-IMアグリゲー
ションサービスルータハードウェア設置ガイド』の「Cisco USBデバイスドライバのインス
トール」を参照してください。

（注）

手順

ステップ 1 USBコンソールポートに USBタイプ A/タイプ Aケーブルを接続します。Windowsベースの
PCで初めて USBシリアルポートを使用する場合、次の項の指示に従ってすぐに USBドライ
バをインストールしてください。

USBポートと EIAポートは同時に使用できません。USBポートを使用する場合、こ
のポートは EIAポートよりも優先されます。

（注）

ステップ 2 PCに USBタイプ Aケーブルを接続します。

ステップ 3 ルータと通信するには、MicrosoftWindows HyperTerminalなどのターミナルエミュレータアプ
リケーションを起動します。次のパラメータを使用してこのソフトウェアを設定します。

• 9600ボー
• 8データビット
•パリティなし
• 1ストップビット
•フロー制御なし

Mac OS Xを使用したコンソールポートへの接続

ここでは、Mac OS Xシステム USBポートを組み込みの OS Xターミナルユーティリティを使
用してコンソールに接続する方法について説明します。
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手順

ステップ 1 Finderを使用して、[Applications] > [Utilities] > [Terminal]を選択します。

ステップ 2 OS X USBポートをルータに接続します。

ステップ 3 次のコマンドを入力して、OS X USBポート番号を検索します。

例：

macbook:user$ cd /dev
macbook:user$ ls -ltr /dev/*usb*
crw-rw-rw- 1 root wheel 9, 66 Apr 1 16:46 tty.usbmodem1a21 DT-macbook:dev
user$

ステップ 4 次のコマンドに続けてルータの USBポート速度を指定して、USBポートに接続します。

例：

macbook:user$ screen /dev/tty.usbmodem1a21 9600

ターミナルウィンドウからOSXUSBコンソールの接続を解除するには、Ctrl+Aに続けてCtrl+\
を入力します。

Linuxを使用したコンソールポートへの接続

ここでは、LinuxシステムUSBポートを組み込みのLinuxターミナルユーティリティを使用し
てコンソールに接続する方法について説明します。

手順

ステップ 1 Linuxのターミナルウィンドウを開きます。

ステップ 2 Linux USBポートをルータに接続します。

ステップ 3 次のコマンドを入力して、Linux USBポート番号を検索します。

例：

root@usb-suse# cd /dev
root@usb-suse /dev# ls -ltr *ACM*
crw-r--r-- 1 root root 188, 0 Jan 14 18:02 ttyACM0
root@usb-suse /dev#

ステップ 4 次のコマンドに続けてルータの USBポート速度を指定して、USBポートに接続します。

例：

root@usb-suse /dev# screen /dev/ttyACM0 9600
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ターミナルウィンドウから Linux USBコンソールの接続を解除するには、Ctrl+Aに続けて :を
入力し、それから quitを入力します。

Cisco USBデバイスドライバのインストール

MicrosoftWindowsベースのPCを初めてポートのUSBシリアルポートに接続するときは、USB
デバイスドライバをインストールする必要があります。

この手順は、MicrosoftWindowsXP、WindowsVista、Windows2000、Windows7、およびWindows
8にMicrosoft Windows USBデバイスドライバをインストールする方法について説明します。
次の URLの [Tools and Resources Download Software]サイトの [USB Console Software]カテゴリ
から、ご利用のルータモデルのドライバをダウンロードします。

ドライバをダウンロードするには、Cisco.comプロファイルに関連付けられた有効なサービス
契約が必要です。

（注）

手順

ステップ 1 ファイル asr-9xx_usbconsole_drivers.zipを解凍します。

ステップ 2 XR21x141x-Win-DriversOnly-Vers2.1.0.0/EXEフォルダにある xrusbser_ver2100_installer.exeをダ
ブルクリックします。

インストールウィザード GUIが表示されます。

ステップ 3 [Next]をクリックします。[InstallShield Wizard Completed]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [Finish]をクリックします。

ステップ 5 USBケーブルを PCおよびルータ USBコンソールポートに接続します。画面上の指示に従っ
てドライバのインストールを完了します。

ステップ 6 XR21V1401 USB UARTデバイスドライバが正常にインストールされたというメッセージが表
示されます。

USBコンソールを使用する準備が整いました。
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Cisco USBドライバのアンインストール
図 64 : USBコンソールケーブルの Cisco ASR 920シリーズルータへの接続

USBタイプ Aから USBタイプ Aへのコンソールケー
ブル

2USBタイプAコンソールポート1

この手順は、MicrosoftWindowsXP、WindowsVista、Windows2000、Windows7、およびWindows
8のMicrosoft Windows USBデバイスドライバをアンインストールする方法について説明しま
す。

ドライバをアンインストールする前に、ルータコンソール端末の接続を解除します。（注）

手順

ステップ 1 [Start] > [Control Panel] > [Add or Remove Programs]を選択します。

ステップ 2 [Windows Driver Package - Exar corporation (xrusbser) Ports]までスクロールし、[Remove]を
クリックします。[Program Maintenance]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 ドライバをアンインストールするには [Yes]をクリックします。

Cisco ASR-920-12SZ-IMおよび ASR-920-U-12SZ-IMアグリゲーションサービスルータハードウェア設置ガイド
107

Cisco ASR 920シリーズルータの設置

Cisco USBドライバのアンインストール



EIAコンソールポートへの接続

US-to-RJ45アダプタケーブルおよび DB9コンソールケーブルはルータに付属していません。
これらのケーブルはシスコに別途注文できます。

（注）

シリアルコンソールケーブルキットはルータに付属していません。このキットは別途注文し

ます。

（注）

ルータの EIAコンソールポートに端末を接続するには、次の手順に従います。

手順

ステップ 1 EIAコンソールポートに USB-to RJ-45ケーブルの USB側を接続します。

ステップ 2 次の図に示すように、DB-9アダプタケーブルの RJ-45側を USB-to RJ-45ケーブルに接続しま
す。

図 65 : Cisco ASR 920シリーズルータへのモデムの接続

コンポーネントLabelコンポーネントLabel

RJ-45 to DB-9ケーブル3EIAコンソール
ポート

1

デスクトップまたはシステ

ム

4USB-to-RJ45アダ
プタ

2
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ステップ 3 コンソールケーブルの DB-9側を端末の DB-9側に接続します。

ステップ 4 ルータと通信するには、MicrosoftWindows HyperTerminalなどのターミナルエミュレータアプ
リケーションを起動します。次のパラメータを使用してこのソフトウェアを設定します。

• 9600ボー
• 8データビット
•パリティなし
• 1ストップビット
•フロー制御なし

管理イーサネットケーブルの接続

デフォルトモード（speed-autoおよび duplex-auto）でイーサネット管理ポートを使用する場
合、ポートはAuto-MDI/MDI-Xモードで動作します。ポートはAuto-MDI/MDI-X機能によって
自動的に正しい信号接続を提供します。ポートは自動的にクロスケーブルまたはストレート型

ケーブルを検知し、適応します。

ただし、イーサネット管理ポートがコマンドラインインターフェイス（CLI）によって固定の
速度（10、100または 1000Mbps）に設定されている場合、ポートは強制的にMDIモードにな
ります。

固定速度設定およびMDIモードである場合：

•クロスケーブルを使用して、MDIポートに接続します。
•ストレート型ケーブルを使用して、MDI-Xポートに接続します。

電磁適合性と安全性に関するTelcordia GR-1089NEBS標準に準拠するために、管理イーサネッ
トポート以外は屋内または屋外の配線またはケーブルに接続しないでください。屋内ケーブル

は、シールドした上で、シールドを両端でアースに接続する必要があります。機器またはサブ

アセンブリの屋内ポートは、OSPまたはその配線につながるインターフェイスに金属的に接続
しないでください。これらのインターフェイスは、屋内インターフェイス専用（GR-1089-CORE
に記載されたタイプ 2ポートまたはタイプ 4ポート）に設計されており、屋外用の OSPケー
ブルと区別する必要があります。一次保護装置を追加しても、これらのインターフェイスを

OSP配線に金属的に接続するには不十分です。

注意

SFPモジュールおよび SFP+モジュールの脱着
Cisco ASR 920シリーズルータは、光モジュールおよびイーサネットモジュールを含む、さま
ざまな SFPおよび SFP+モジュールをサポートします。SFPおよび SFP+モジュールの脱着方
法については、以下にある SFPまたは SFP+モジュールのマニュアルを参照してください。

http://www.cisco.com/en/US/partner/products/hw/modules/ps5455/prod_installation_guides_list.html
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光ファイバ接続の検査およびクリーニングについては、次を参照してください。
http://www.cisco.com/en/US/partner/tech/tk482/tk876/technologies_white_paper09186a0080254eba.shtml

インターフェイスモジュールで SFPを取り外してから挿入するまでの間は、少なくとも 30秒
間待機することを推奨します。これは、トランシーバソフトウェアの初期化と Cisco ASR 920
シリーズルータの同期を可能にするため、推奨されます。これより短い時間で SFPを変更す
ると、トランシーバの初期化に問題が発生し、SFPをディセーブルになる可能性があります。

注意

USBフラッシュデバイスの接続
ルータに USBフラッシュデバイスを接続するには、USB MEMというラベルが付いた USB
ポートにメモリスティックを挿入します。フラッシュメモリモジュールは決まった方向にだ

け差し込むことができます。また、ルータの電源が入っているかどうかに関係なく、いつでも

取り付けや取り外しが可能です。

次の図に、Cisco ASR 920シリーズルータの USBポートコネクタを示します。

図 66 :フラッシュトークンメモリスティック

USBフラッシュデバイスの取り外し

USBフラッシュトークンメモリスティックをルータから取り外して交換する手順は、次のと
おりです。

手順

ステップ 1 USBをルータから取り外す前に、eject usb0:コマンドを実行します。

例：

rommon 2 > eject usb0
rommon 2 >

このコマンドを実行せずに USBを取り外すと、次のエラーメッセージが表示されます。
rommon 2 > dir usb0:
usb_stor_BBB_comdat:usb_bulk_msg error
failed to send CBW status 34
RESET:stall
usb_stor_BBB_comdat:usb_bulk_msg error
failed to send CBW status 34
RESET:stall
usb_stor_BBB_comdat:usb_bulk_msg error
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ステップ 2 USBポートからメモリスティックを引き抜きます。

ステップ 3 Cisco USBフラッシュメモリスティックを交換するには、そのモジュールを USB MEMとい
うラベルのUSBポートに差し込みます。フラッシュメモリモジュールは決まった方向にだけ
差し込むことができます。また、ルータの電源が入っているかどうかに関係なく、いつでも取

り付けや取り外しが可能です。

これで、USBフラッシュメモリの取り付け手順は完了です。

タイミングケーブルの接続

ここでは、Cisco ASR 920シリーズルータにタイミングケーブルを接続する方法を説明しま
す。

GPSインターフェイスへのケーブルの接続

ここでは、Cisco ASR-920-12SZ-IMルータから周波数の入出力タイミング用のGPS装置にケー
ブルを接続する方法について説明します。

10 MHzまたは 1-PPS入力インターフェイスへのケーブルの接続

手順

ステップ 1 GPS装置にシールド付きMini-Coaxケーブルの一方の端を接続します。

ステップ 2 シールド付きMini-Coaxケーブルのもう一方の端を Cisco ASR 920シリーズルータの 10 MHz
または 1-PPSポートに接続します。

10 MHzまたは 1-PPS出力インターフェイスへのケーブルの接続

手順

ステップ 1 スレーブ装置にシールド付きMini-Coaxケーブルの一方の端を接続します。

ステップ 2 シールド付きMini-Coaxケーブルのもう一方の端を Cisco ASR 920シリーズルータの 10 MHz
または 1-PPSポートに接続します。
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ToDインターフェイスへのケーブルの接続

手順

ステップ 1 GPS装置にストレートイーサネットケーブルの一方の端を接続します。

ステップ 2 ストレートイーサネットケーブルのもう一方の端を Cisco ASR 920シリーズルータの ToDま
たは 1 PPSポートに接続します。

次のタスク

クロッキングの設定方法の手順については、『Cisco ASR 920 Series Aggregation Services Routers
Configuration Guide』を参照してください。

（注）

電磁適合性と安全性に関する Telcordia GR-1089 NEBS標準に準拠するために、ToDポートは屋
内または露出していない配線またはケーブルのみに接続してください。屋内ケーブルは、シー

ルドした上で、シールドを両端でアースに接続する必要があります。機器またはサブアセンブ

リの屋内ポートは、OSPまたはその配線につながるインターフェイスに金属的に接続しないで
ください。これらのインターフェイスは、屋内インターフェイス専用（GR-1089-COREに記載
されたタイプ 2ポートまたはタイプ 4ポート）に設計されており、屋外用の OSPケーブルと
区別する必要があります。一次保護装置を追加しても、これらのインターフェイスを OSP配
線に金属的に接続するには不十分です。

警告

GPSポートのピン割り当ての詳細については、「トラブルシューティング」を参照してくださ
い。

（注）

GNSSアンテナインターフェイスへのケーブルの接続

手順

ステップ 1 GNSS RF INポートにシールド付き同軸ケーブルの一方の端を接続します。

ステップ 2 シールド付き同軸ケーブルのもう一方の端を、一次保護装置の後にあるGNSSアンテナに接続
します。

現地の安全に関する注意事項に適合させるためには、GNSS RF Inポートに一次保護
装置が取り付けられている必要があります。

（注）
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• GNSS RF In同軸ケーブルのシールドは、シャーシを通して設備の装置アースに接続する
必要があります。シャーシのアース線を設備の装置アースに接続する必要があります。

イーサネットケーブルの接続

Cisco ASR 920シリーズルータのインターフェイスモジュールは、RJ-45ポートおよびイーサ
ネット SFPポートをサポートしています。イーサネット SFPポートにケーブルを接続する方
法については、「SFPモジュールへのケーブルの接続」を参照してください。

RJ-45ポートは、標準的なストレートおよびクロスカテゴリ 5 Unshielded Twisted-Pair（UTP;
シールドなしツイストペア）ケーブルをサポートしています。シスコではカテゴリ5UTPケー
ブルを販売していません。市販のケーブルを使用してください。

電磁適合性と安全性に関するTelcordiaGR-1089NEBS標準に準拠するために、ギガビットイー
サネットポート以外は屋内または屋外の配線またはケーブルに接続しないでください。屋内

ケーブルは、シールドした上で、シールドを両端でアースに接続する必要があります。機器ま

たはサブアセンブリの屋内ポートは、OSPまたはその配線につながるインターフェイスに金属
的に接続しないでください。これらのインターフェイスは、屋内インターフェイス専用

（GR-1089-COREに記載されたタイプ 2ポートまたはタイプ 4ポート）に設計されており、屋
外用の OSPケーブルと区別する必要があります。一次保護装置を追加しても、これらのイン
ターフェイスを OSP配線に金属的に接続するには不十分です。

警告

ケーブルを銅線のギガビットイーサネットポートに接続する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 ルータの電源がオフであることを確認します。

ステップ 2 ケーブルの一方の端を、ルータ上のギガビットイーサネットポートに接続します。

ステップ 3 設置場所で BTSパッチまたは境界パネルにもう一方の端を接続します。

SFPモジュールへのケーブルの接続
シスコの光インターフェイスおよびイーサネットSFPインターフェイスへのケーブルの接続に
ついては、次を参照してください。

http://www.cisco.com/en/US/partner/products/hw/modules/ps5455/prod_installation_guides_list.html。
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コネクタおよびケーブルの仕様

ケーブル仕様およびピン配置の詳細については、「トラブルシューティング」を参照してくだ

さい。
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第 4 章

初期設定

この章を参考にすることにより、ルータの基本設定を理解し、ネットワークにアクセスするこ

とができます。複雑な設定手順はこのマニュアルの対象外です。ご使用のシスコハードウェア

製品にインストールされているソフトウェアのリリースに対応した Cisco IOSソフトウェアコ
ンフィギュレーションマニュアルセットのモジュラコンフィギュレーションガイドおよびモ

ジュラコマンドリファレンスを参照してください。

CiscoASR 920シリーズアグリゲーションサービスルータをコンソールから設定するには、端
末をルータのコンソールポートに接続する必要があります。

•システム起動前の確認 （115ページ）
•ルータの電源投入（116ページ）
•起動時のルータの設定（117ページ）
•ルータの安全な電源切断（120ページ）

システム起動前の確認
ルータを起動する前に、次の条件に適合していることを確認します。

•オプションのギガビットイーサネット管理ポートケーブルが装備されている。
•シャーシが確実に設置されていて、アースされている。
•電源コードおよびインターフェイスケーブルが接続されている。
•端末エミュレーションプログラム（HyperTerminalまたは同等のもの）がインストールさ
れた PCがコンソールポートに接続され、起動されている。

• PCの端末エミュレーションプログラムが 9600ボー、8データビット、1ストップビッ
ト、パリティなし、フロー制御なしと設定されている。

•アクセスコントロールのためにパスワードが選択されている。
•取り外し可能なコンポーネントの固定ネジがすべてしっかりと締められている。
•コンソール端末がオンになっている。
•イーサネットおよびシリアルインターフェイスの IPアドレスが確定している。
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ルータの電源投入
ルータの取り付けとケーブルの接続が完了したら、ルータを起動し、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 電源装置をオンにします。

メッセージが停止し、PWR LEDがグリーンに点灯するまで、キーボードのキーは押
さないでください。このときに任意のキーを押すと、メッセージが停止したときに入

力された最初のコマンドと解釈されます。その結果、ルータの電源がオフになり、最

初からやり直しになる可能性があります。メッセージが停止するまでは数分かかりま

す。

注意

ステップ 2 初期化プロセスを確認します。システムブートが完了すると、ルータが初期設定を開始しま
す。

ブートプロセス中に、SYSTEM LEDを確認します。ルータの起動後、STAT LEDはグリーン
に点灯し続けます。

前面パネルの LEDの確認
前面パネルのインジケータ LEDでは、起動中の電源、動作、ステータスに関する有益な情報
が得られます。LEDの詳細については、「LEDインジケータ」を参照してください。

ハードウェア構成の確認

ハードウェア機能を表示して確認するには、次のコマンドを入力します。

• show version：システムのハードウェアバージョン、インストールされているソフトウェ
アバージョン、コンフィギュレーションファイルの名前とソース、ブートイメージ、お

よび使用されているDRAM、NVRAM、およびフラッシュメモリの合計サイズを表示しま
す。

• show diag slot：シャーシ内のアセンブリの IDPROM情報が表示されます。

ハードウェアとソフトウェアの互換性の確認

ルータ搭載ハードウェアに対する Cisco IOS-XEソフトウェアの最低要件を確認するには、
Cisco.comの Software Advisorツールを使用します。このツールでは、個別のハードウェアモ
ジュールやコンポーネントに対する Cisco IOSの最小要件を確認できます。
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このツールにアクセスするためには、Cisco.comのログインアカウントが必要です。（注）

Software Advisorツールへアクセスするには、次の手順を実行します。

1. Cisco.comで [Login]をクリックします。ユーザ名とパスワードのフィールドを含むログイ
ンページが表示されます。

2. 登録済みのユーザ名とパスワードを入力し、[Login]ボタンをクリックします。

3. 検索ボックスに「Software Advisor」と入力し、検索ボックスの横にある虫眼鏡アイコン
をクリックします。。

4. 表示された検索結果から Software Advisorツールのリンクをクリックします。
5. 製品シリーズを選択するか、または特定の製品番号を入力して、ハードウェアに必要なソ
フトウェアの最低要件を検索します。

起動時のルータの設定
ここでは、ルータの基本実行コンフィギュレーションを作成する方法を説明します。

ルータの設定を完了するためには、あらかじめシステム管理者から正しいネットワークアドレ

スを入手するか、システム管理者にネットワーク計画を知らせて、アドレスが正しいかどうか

を確認する必要があります。

（注）

設定プロセスを進める前に、show versionコマンドを入力して、ルータの現在の状態を確認し
ます。コマンドを実行すると、ルータで使用できる Cisco IOSソフトウェアのバージョン番号
が表示されます。

コンフィギュレーションを作成してから変更する方法については、Cisco IOSのコンフィギュ
レーションおよび『Cisco IOS Master Command List, All Releases』を参照してください。

Cisco ASR 920シリーズルータをコンソールから設定するには、端末またはターミナルサーバ
をCiscoASR 920シリーズルータのコンソールポートに接続する必要があります。管理イーサ
ネットポートを使用してルータを設定するには、ルータの IPアドレスが必要です。

コンソールを使用して CLIにアクセスする方法
コンソールを使用してコマンドラインインターフェイスにアクセスする手順は、次のとおりで

す。

手順

ステップ 1 システムの起動中にプロンプトに対して「No」と入力します。
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例：

--- System Configuration Dialog ---
Would you like to enter the initial configuration dialog? [yes/no]: no

ステップ 2 Returnキーを押して、ユーザ EXECモードを開始します。

次のプロンプトが表示されます。

例：

Router>

ステップ 3 ユーザ EXECモードで、次のように enableコマンドを入力します。

例：

Router> enable

ステップ 4 次の例に示すように、パスワードプロンプトにシステムパスワードを入力します。システム
に有効なパスワードが設定されていない場合、この手順は省略できます。

例：

Password: enablepass

パスワードが許可されると、以下の特権 EXECモードプロンプトが表示されます。

例：

Router#

これで、特権EXECモードでCLIにアクセスできるようになりました。必要に応じて、コマン
ドを入力し、必要な作業を完了できます。

ステップ 5 コンソールセッションを終了するには、次のように quitコマンドを入力します。

例：

Router# quit

グローバルパラメータの設定

セットアッププログラムの初回起動時に、グローバルパラメータを設定します。これらのパ

ラメータはシステム全体の設定を制御するために使用します。次の手順を実行して、グローバ

ルパラメータを入力してください。
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手順

ステップ 1 コンソール端末をコンソールポートに接続して、ルータを起動します。コンソール端末への接
続の詳細については、「コンソールケーブルの接続」のセクションを参照してください。

ステップ 2 コンフィギュレーションスクリプトの最初の部分は、システムの初回起動時にだけ表示されま
す。次回以降のセットアップ機能の使用時には、次の例のようにシステム設定ダイアログでス

クリプトが開始されます。初期設定ダイアログを開始するかどうかを確認するプロンプトが表

示されたら、yesと入力します。

例：

Would you like to enter the initial configuration dialog? [yes/no] yes
At any point you may enter a question mark '?' for help.
Use ctrl-c to abort configuration dialog at any prompt.
Default settings are in square brackets '[]'.
Basic management setup configures only enough connectivity for management of the system,
extended setup will ask you to configure each interface on the system.

基本管理セットアップでは、システム管理用の接続だけが設定されます。拡張セットアップで

は、システムの各インターフェイスも設定する必要があります。

実行コンフィギュレーションの設定値の確認

入力した設定値を確認するには、Router#プロンプトで show running-configコマンドを入力し
ます。

Router# show running-config

コンフィギュレーションへの変更を確認するには、ユーザ EXECモードで show startup-config
コマンドを使用して変更内容を表示し、copy run-startコマンドを使用してNVRAMに保存しま
す。

NVRAMへの実行コンフィギュレーションの保存
コンフィギュレーションまたはスタートアップコンフィギュレーションへの変更を NVRAM
に保存するには、次のようにプロンプトに対して copy running-config startup-configコマンドを
入力します。

Router# copy running-config startup-config

このコマンドを使用すると、設定モードおよびセットアップ機能を使用してルータに作成した

設定が保存されます。この作業を行わないと、設定は失われ、次回のルータのリロード時に使

用できなくなります。
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ルータの安全な電源切断
ここでは、ルータのシャットダウン方法を説明します。シャーシのすべての電源を切る前に、

reloadコマンドを発行することを推奨します。これにより、オペレーティングシステムによっ
てすべてのファイルシステムがクリーンアップされます。リロード処理が完了したら、ルータ

の電源を安全に切断できます。

ルータの電源を安全に切断するには、次のようにします。

手順

ステップ 1 アクセサリキットに含まれている静電気防止用リストストラップを身に付けます。

ステップ 2 reload コマンドを入力します。

ステップ 3 reloadコマンドを確認します。

例：

Rmcp-6ru-1#reload
Proceed with reload? [confirm]
Aug 17 00:06:47.051 R0/0: %PMAN-5-EXITACTION: Process manager is exiting: prs exit with
reload chassis code

ステップ 4 reloadコマンドを確認したあと、システムブートストラップメッセージが表示されるまで、シ
ステムの電源を切らずに待機します。

例：

System Bootstrap, Version 15.4(3)S1, RELEASE SOFTWARE (fc1)
Technical Support: http://www.cisco.com/techsupport
Copyright (c) 2012 by cisco Systems, Inc.
Current image running: Boot ROM0
Last reset cause: RSP-Board
UEA platform with 2097152 Kbytes of main memory

ステップ 5 Cisco ASR 920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルータから電源ケーブルを取り
外します（電源ケーブルが接続されている場合）。

•回路ブレーカースイッチの付いた電源の場合は、スイッチをオフ（O）の位置に切り替え
ます。

•スタンバイスイッチの付いた電源の場合は、スタンバイスイッチをスタンバイ位置に切
り替えます。

ルータの電源をオフにしたのち、再度電源をオンにするまで、30秒以上間隔をあけて
ください。

（注）
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第 5 章

トラブルシューティング

この章では、CiscoASR 920シリーズアグリゲーションサービスルータで問題が発生した場合
のトラブルシューティングについて説明します。

•ピン配置（121ページ）
• LEDの要約（125ページ）

ピン配置
ここでは、CiscoASR920シリーズルータのインターフェイスのピン配置について説明します。

GPSポートのピン配置
次の表に、GPSポートのピン配置を要約します。

表 17 : GPSポートのピン配置

1PPS（入力および出力）10Mhz（入力および出力）

入力：パルス

出力：パルス

入力：正弦波

出力：方形波

波形

入力：2.4ボルト TTL互
換

出力：2.4ボルト TTL互
換

入力：1.7ボルト p-p（+8～ +10 dBm）

出力：2.4ボルト TTL互換

振幅

50オーム50オームインピーダン

ス

26マイクロ秒50 %のデューティサイクルパルス幅

40ナノ秒入力：AC結合

出力：5ナノ秒

立ち上がり時

間
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Time-of-Dayポートのピン配置
次の表に、ToD/1-PPSポートのピン配置を要約します。

表 18 : RJ-45 1PPS/ToDポートのピン配置

説明方向信号名ピ

ン

V.11ループバックインターフェイスのピン（オプショ
ン）

出力または入

力

V.11ループバッ
ク

1

V.11ループバックインターフェイスのピン（オプショ
ン）

出力または入

力

V.11ループバッ
ク

2

1PPS RS422信号出力または入

力

1PPS_N3

——GND4

——GND5

1PPS RS422信号入力1PPS_P6

Time-of-Day文字出力または入

力

TOD_N7

Time-of-Day文字出力または入

力

TOD_P8

4ポート EIA-232 DCE、10フィート、メス型 DB-25、および CAB-HD4-232FCを使用します。
RS232-RS422コンバータに接続される DB25コネクタのピン割り当て。

表 19 : RS422ピン割り当て

説明信号名ピン

RS232の RTSピンTXD+4

RS232の DTRピンTXD-20

RS232の CTSピンRXD+5

RS232の DSRピンRXD-6

アラームポートのピン配置

次の表に、外部アラーム入力のピン割り当てを要約します。
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表 20 :外部アラーム入力のピン配置

説明信号名ピ

ン

アラーム入力 0ALARM0_IN1

アラーム入力 1ALARM1_IN2

接続なし—3

アラーム入力 2ALARM2_IN4

アラーム入力 3ALARM3_IN5

接続なし—6

接続なし—7

一般的なアラー

ム

COMMON8

管理 GigabitEthernetポートのピン配置
次の表に、管理 GigabitEthernetポートのピン配置を要約します。

表 21 :管理ポートのピン配置

信号

名

ピ

ン

TRP0+1

TRP0-2

TRP1+3

TRP2+4

TRP2-5

TRP1-6

TRP3+7

TRP3-8

USBコンソールポートのピン配置
次の表に、USBコンソールポートのピン配置を要約します。
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表 22 :単一の USBコンソールポートのピン配置

説明信号

名

ピ

ン

+5VDCVcc1

データ
-

D-2

データ
+

D+3

地面Gnd4

USBコンソールポート +5 VDCは入力で、USBペリフェラルデバイスとして機能します。（注）

USBフラッシュまたはMEMポートのピン配置
次の表に、USBフラッシュまたはMEMポートのピン配置を要約します。

表 23 :単一の USBフラッシュまたはMEMポートのピン配置

説明信号

名

ピ

ン

+5VDCVcc1

データ
-

D-2

データ
+

D+3

地面Gnd4

USB TYPE-Aレセプタクルを使用します。（注）

USBフラッシュまたはMEMポート +5VDCは出力です。このルータは、USBフラッシュまた
はMEMポートに電力を供給します。このポートは USBホストとして動作します。

（注）
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光ファイバの仕様

光ファイバの送信仕様は、シングルモードおよびマルチモードの2つのタイプのファイバを定
義します。シングルモードのカテゴリ内で、短距離、中距離、長距離の3つの送信タイプが定
義されます。マルチモードカテゴリ内では、短距離だけを使用できます。光 SFPモジュール
については、次の場所にある SFPモジュールのマニュアルを参照してください。
http://www.cisco.com/en/US/partner/products/hw/modules/ps5455/prod_installation_guides_list.html

アラーム条件

次の表に、CCisco ASR 920シリーズルータのアラーム条件が持つ意味を要約します。

表 24 :アラーム条件の要約

アラームの意味アラームの種

類

ポートがダウン状態です。

環境センサーのしきい値がCriticalレベルを超えています（電圧、温度）

クリティカル

環境センサーのしきい値がMajorレベルを超えています（電圧、温度）Major

ポートが管理上の理由でシャットダウンされています。Info

LEDの要約
ここでは、LEDの意味について説明します。

電源 LED
次の表に、AC電源および DC電源の両方の電源の LEDを要約します。

表 25 : PSU LEDの表示

電源モジュールの状態FAIL LED電源 LED

電源 ON。有効な入力/出力あり。消灯グリーン

OCP、OTP、UV、OV、異常なファン動作によるPSU警
告

PSUの動作は継続

赤色の 1Hzの点
滅

黄色の 1Hzの点
滅

OCP、OTP、UV、OV、異常なファン動作によるPSU障
害。有効な出力なし。

オン消灯
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電源モジュールの状態FAIL LED電源 LED

有効な電源あり。システムによるシャットダウン。消灯緑色の 1Hzの点
滅

入力電圧低下消灯黄色

有効な電源入力なし。消灯消灯

ファントレイの LED
次の表に、ファントレイの LEDを要約します。

表 26 :ファントレイの LED

説明カラー/ステー
ト

システムの電源がオンになっていません消灯

すべてのファンが正常に動作していますグリーン

一つまたは複数のファンで障害が発生したことを示す、重大なエラーで

す

赤
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第 6 章

サイトログ

サイトログは、ルータの設置およびメンテナンスに関連するアクションを記録するものです。

ルータの作業者全員がすぐに参照できるように、サイトログはシャーシのそばに保管してくだ

さい。設置チェックリスト（「設置場所の計画」を参照）を使用して、ルータの設置とメンテ

ナンスの手順を確認します。サイトログエントリには、次の項目が含まれていることがあり

ます。

•設置の進行状況：サテライトシェルフとしてのCiscoASR 920シリーズアグリゲーション
サービスルータの設置チェックリストのコピーを作成して、サイトログに挿入します。

各タスクの完了時に、エントリを作成します。

•アップグレード、取り外し、およびメンテナンス手順：進行中のルータのメンテナンスと
拡張履歴のレコードとして、サイトログを使用します。Cisco ASR 920シリーズルータで
タスクを実行するたびに、サイトログを更新して次の情報を反映させます。

•インターフェイスモジュールの取り外しまたは交換
•設定変更
•メンテナンスのスケジュールと要件
•実行したメンテナンス手順
•間欠的な問題
•コメントとメモ

次の表に、サイトログのサンプルを記載します。サンプルをコピーする、またはサイトおよび

機器の要件に合った独自のサイトログを設計します。

表 27 :サイトログ

イニシャ

ル

実行したアクションまたは発生した現象の説明日

付
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イニシャ

ル

実行したアクションまたは発生した現象の説明日

付
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